
セザ ン ヌの男性 水 浴 図

2点 の石版画の成立をめぐって

島 田 紀 夫

I.

水浴 図を扱 ったセザ ンヌ (P. Cézanne,  1839~1906) の石 版 画(lithograph)は2点 だ け が 知 られ て い る。 ヴ ェ ン

トゥリのカタ ログ ・レゾ ンネには,石 版画 としてこの2点 の他 に,自 画像が1点 記載 され ている(1)。さらに,近 年

刊行 され た 『印象派画 家の版画作 品』には,セ ザ ンヌの石版画 として 《車上 の食事》 が挙 げ られ ている(2)。現在知

られてい るセザ ンヌの石版画は以上の4点 であ る。 この小論 は男性水浴 図をテーマ とした2点 の石版画 の成立 を考

察 しなが ら,セ ザ ンヌの男性 水浴 図の展開を跡 づけ ようとす るものであ る。

 の ちに述べ るよ うに,こ れ らの石版画が制作 された1890年 代後半はセザ ンヌの男性 水浴 図が完 全な発 展をみ る時

期 である。 にもかかわ らず,石 版画の構図は男性水浴図の最 も初期の油彩画か ら取 られてい る。水浴 図において特

に明 らかなよ うに,彼 の制作態度 は以前 の自分 の作品 を基 に しなが ら一作毎 に変更 を加 え,前 作の欠点 を補いなが

らよ り完全 な実現 を 目指 してゆ く。 自分 の以前 の作 品や他 の画家 たちの作 品か ら,個 々のモテ ィー フを借用す るこ

とはある。 しか し,構 図全体 を他 か ら借 りた り,以 前 に描 いた 自分 の作 品を同一 の構図 と色彩 で写す例(replica)

はみあた らない(3)。そ うした彼 の作画態度 か らす る と,石 版画 である とはいえ,20年 ほ ど前 に油彩 で描 いた水浴区

をその ままの構図で再現 した事実は奇異な ことと言 わなければな らない。その理 由の解 明がこの小論 の最後 で試み

られ るはずで ある。

 セザンヌが石版画 を制作す ることになるきっか けは画商 ヴォラール(A.Vollard)の 勧めに よるのだが,そ の前

に石版画 の歴史 を一瞥 しておこ う(3a)。18世 紀末 に ドイツで発明 され た石版画の技法が フランスに入 ると,出 版業

者 ア ンジ ェル マ ン(Gadefroy Engelmann,1788～1839)ら の努力 によって創作石版画 の最初 の隆盛が もた らされ

た。 ドー ミエ(H.Daumier,1807～1879)や ガヴ ァル ニ(P. Gavarni,1804～1866)な どの石版画 を1830年 代の

雑誌や新聞は好んで掲載 した。 こうした石版画 の最初 の黄金 時代 が終焉 に向 うのは1840年 頃 か らである。そ の理 由

として,石 版画が多数制作 された ことに よ り大衆か ら飽 きられた こともあ るが,ジ ャン ・レーマ リは1839年 に発明

された写真術の影響 を指摘 してい る04)。その頃の雑誌や新聞の挿絵 として用い られていた石版画は,芸 術的 な手法

ではな しに再現的 な機能が重視 され ていた。写真の もつ効率の よい再現的な機能に よって,石 版画の役割 は終 って

しまったのである。

フ ランスにおけ る版画 の復活 は,1862年 の 「腐触銅版画家協会 (Société des Aquafortistes) 」の設立に始 る。

出版業者 カダール(A.Cadart)は 版画 の芸術的技法 を復活 させ よ うと決意 し,こ の協会 の設立 を思 いた った。マネ

(E.Manet,1832～1883)の 版画芸術 に対 す る情熱 は この協会か らの刺 激に よるところが多い。1874年 にマネは色

刷 石版画 の制作を始め る(5)。これ は彼 の唯一 の色刷石版画 であ り,そ の技法 を復活 させ た当時 における最初の試み

のひ とつで あった。 ところで この年は また,の ちに印象派 と呼ばれ ることにな る画 家たちに よって第1回 目の展覧

会が開かれた年で もある。 この展覧会の正式名称が 「画家・彫刻家・版 画家等の匿名芸術家協会

des Artistes Peintres, Sculpteurs, Graveurs,  etc.)

(Société Anonyme

展」であ った ことは よ く知 られてい る。30人 を数 え る出品作

家 の 中 に は ブ ラ ッ クモ ン(F.Bracquemond,1833～1914)や レ ピ ク(L.-N．Lepic,1839～89)と い った 版画 の専

門家 も含 まれ て い た が,版 画 の 出 品作 は な か っ た ら しい。 第2同 展 の カ タ ログ に は レ ピク の腐 蝕 銅 版 画 が 記録 され

て い る。第3同 展 に は ドガ(E.Degas,1834～1917)の3点 の版 画 が そ の下 絵 の デ ッサ ン と共 に出 品 され た 。1880

年 の第5同 展 に は ドガ と ピサ ロ(C.Pissarro,1830～1903)が 腐 蝕 銅 版 画 を 出 品 。1886年 の最 後 の展 覧 会 に は ピサ

ロが5点 の 腐 蝕銅 版 画 を出 品 した(6)。
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しか しなが ら,印 象派展 に出品され た版画 は多分 に実験的 な試み の要素が多 く,し か も銅版画が主で あった。 ド

ガや ピサ ロの版画 に対す る興味 は,1889年 の 「画家 ・版画家協会 (Société des Peintres-Graveurs) 」の設立に よっ

て新たにかきたて られ るのである。 そ して石版画が再び大衆の支持 を得 るのは1890年 以降の ことであ る。それには

色刷石版画 の技術 の開発が大 いに与 って力が あった。画家 の制作 した石版 を,原 図 よ りやや大 きめの版に100部 か

ら200部色刷 で印刷す ることによ り,比 較的廉価 で色刷石版画が制作 できるよ うにな ったので ある。英国人 ジ ョン・

レヴ イス ・ブラウ ン(J.L.Brown)に よって最初 に実験的 に試み られ たこの制作法は,1892年 に大画商 ブ ッソ ー

バ ラ ドン商会(Boussod et Valadon ,グ ー ピル商会の後身)の 興 味 をひ くところ とな り,翌 年には アン ドレ ・マル

テ ィ(A・Marty)に よる 「レスタ ンプ ・オ リジナル(L'Estampe Originale)」 の発刊 をみ るに到 る。 この アルバ

ムの刊行 は創作石版画 の復活 の最 も大 きな原動力 とな り,ト ゥールーズ=ロ ー トレ ック(Toulouse-Lautrec,1864

～1901)を 始 め多 くの画家 たちを石版画制作 にか りたてた
。ル ノワール(A.Renoir,1841～1919)は マルテ ィの

勧 めで彼 の最初 の石版画 を制作(1893年),ロ ー トレックの紹介 で ピサ ロを知 った マルテ ィは1894年 に ピサ ロの

〈浴女〉 のシ リーズを刊行 した。1896年 か ら1898年 にかけて,マ ルテ ィの他に,ロ ジ ェ ・マル クス(Roger-Marx)

や ド・マル トル(de Marthold)や メ レリオ(Mellerio)な どに よる石版画集 の刊行が続いた(7)。ル ノワールの最 も

有名 な色刷石版画(8)が刊行 され るの もこの時期で ある。

 画商 ヴォラールが色刷石版画集の刊行 を思いた った背景には,こ の よ うな石版画に対 す る広範な興 味が底 流 とし

て存在 していた。 ヴォラールが初 めて版画集の出版 を試み るのは1895年 のボナール(P .Bonnard,1867～1949)の

作 品をもってである。その年の12月 に,彼 がセザ ンヌの最初 の個展 を開いた ことはよ く知 られ ている。1893年 に ラ

フィ ット街 に小 さな店 を出 したばか りの若 きヴォラールに とって,1895年 は彼 の画 商 としての生涯 の重要 な年 であ

ったわ けである。翌年 ヴォラールは,専 門の版 画家ではな く画 家たちに よる創作版画集 「L'Album des Peintres-

Graveurs」 を年刊で出版 す る企画 をたてた。だが この計画 は財 政的 な失敗 か ら2年 しか続 かなかった。20年 後 に も

まだ残部があ った とい う(9)。版画 に対 する投資 の回収 は長期 間を要 するのである(10)。

 ヴォラールは1895年 のセザ ンヌ展の カタ ログのために,銅 版画 で 自画像 を制作 するこ とをセザ ンヌに勧 めた。セ

ザンヌは,20年 ほ ど前に ピサ ロが制作 したセザ ンヌの肖像(銅 版)(11)を用 いるこ とを提案 した。その代 り,ヴ ォラ
ールのた めに石版画 を制作す る約 束 をした

。 こうして,ヴ ォラール の1897年 版 のアルバ ムにセザ ンヌの石版画 が掲

載 され ることに な ったのであ る。このアルバ ムには31人 の醵 による32点 の石版画カミ含 まれ ていた(12)。セザ ンヌの

石版画は 《水浴す る(6人 の)男 た ち(小)》(V.1156)で あ る(13)。刷 りは,こ のアルバ ムの他 の画家 の作 品と同

じよ うに,オ ーギ ュス ト・クロ(A.Clot)が 行 った。 J.ゴ リアニによ ると(14),セザ ンヌの水彩素描 に基づ いてク

ロが石版石 の上に図 を描 いた(か つてその説 が有 力であった)の ではな く,石 版石 の上 の図 もセザ ンヌ 自身が描 い

た。従 って この石版 画は刷 師 クロの密接な 協 力を得 た画家 による創作版画 であったと言 えるo

 も う1点 の石版画 《水浴 す る(4人 の)男 たち(大)》(V.1157)(15)は,1898年 版の アルバ ムに載せ るべ くヴォ

ラールの依頼 によ り制作 され た。 この3番 目のアル バムは,し か しなが ら,過 去2回 の アルバ ムの財政的不成功の

た めに出版 され なか った ことは前 に述べ た通 りである。

 これ ら2点 の石版画 の構 図は,ほ ぼ20年 前 にセザ ンヌが油彩 で描 いた水浴図 に由ってい る。図版か らも明 らかな

よ うに,石 版 画 《水浴 する(6人 の)男 たち(小)》(V.1156)は スケ ッチ風の油彩画 《水浴する7人 の男た ち》

(V.387)の構 図を基 に したヴ ァリア ン トであ り,石 版画 《水浴す る(4人 の)男 たち(大)》(V.1157)は 油彩画

《休息す る水浴 の男たち》(V・276)の 完全 な レプ リカである(16)。ところが彼の油彩に よる男性 水浴 図は,初 期の

それ らの構 図 と個 々の人物 のモテ ィー フ とを基 に して徐 々に発展 しなが ら変貌 を重ね,こ の時期に最高の実現 を示

すのである。なぜ セザ ンヌは,石 版画制作 と同時期の油彩画か ら構図 を取 らずに,ほ ぼ20年 前の作品の構図 を用い

たのであろ うか。 その理 由を考察す る前 に,セ ザ ンヌの男性水浴図の発展 を跡づけてお きたい。

Ⅱ

セザ ンヌの水浴図 はそ の描かれ た人物の性別 によって男性水浴図 と女性水浴図 とに区別 す ることがで きる。ただ

し作 品によっては性別 を区別 できない もの もあ り,ま た初期においては男性 と女性 を同一画 面に描 き込んだ作品 も
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ある。男性 と女性 の水浴 図がはっき り区別 して描 かれ るよ うになるのは1875年 頃 か らであるが,そ うした区別は,

それ ぞれ の作 品(男 性水浴 図,女 性水浴 図,男 性女性 を一緒 に描 いた水浴 図)の 制作 の動機 の相違 に由来す る,と

私 は考 える。

 男性水浴 図は,次 章 で述 べ るように,セ ザ ンヌの少年 時代 の体験 に根 ざしてい る。

 女性水 浴図に関 していえば,ヴ ェン トゥリのカタ ログでその名の冠 せ られてい る最初 の作品(V.114)の 浴女 の

ポー ズは,や や後に描かれ る2点 の 《聖 アン トワー ヌの誘惑》(V.240,241)や 《トワ レッ ト》(V.254)の 中心人

物のそれに類似す る。 ところで,初 期の異常な主題 を扱 った幻想的な構想画は,1873年 頃か ら次第に水浴 のモテ ィ

ー フに吸収 され てゆ く(17)。 ヴェン トゥリの言 うように(18),水 浴 図の誕生 は初期 の 「主題」 の代 りに 「モテ ィー フ」

が登場す る時期 に一致す る。描かれ た人物 のポーズ の点か らだけでも,女 性水浴図が セザ ンヌの若 い時代の内密な

感情 に起因す る作品 と深 く結びつ いていることが分 る。

 最 後に,男 性 と女性が一緒 に描かれた水浴図について もその成 立の動機にふれておかなければな らない。 しか し

その結論 をまだ筆者 は得 ていない。以 下に述べ る ところは,結 論 に到 るまでの途 中経過 にす ぎない。 ところで,ヴ

エン トゥリの カタログに記載 されてい る最初 の水浴 図(V.113)に は男性 と女性 が一緒 に描 かれ てい る。この作 品

の構 図 に酷 似 した 水 彩画(V.819)が 現 在 ブ リヂ ス トン美 術 館 に あ る。 ヴ ェ ン トゥ リは こ の水 彩 画 を 《Baigneurs》
〔Pl.8〕

としてい るが(19),中 央 にいる人物 は明 らかに女性 である。 その右隣(中 央人物に とっては左隣)で 左腕 をあげてし

る人物 もおそ ら く女性 であろ う。制作 年代 もヴェン トゥリの記 す1865～70よ り後の もの と思 われ る。 この作 品の左

下には帽子 とビンと果物 と思 しきものが描かれてい る。登場人物が男性 と女性には っき り区別で きるようにな って

か らの水浴図 には,こ うした ものは描かれ ない(19a)。最晩年の2点 の 《大水浴図》(V.720, V.721)の 画面 中央

の地面の上に果物が再登場す るまでは(20),水 浴 図の構成要素 は人物 と風景 だけである。 こ うした ことか ら,この

水彩画 はほぼ同 じ時期 に何点か制作 され た風俗画 のモティー フ―― 特 に 「車上の食事」 を主題 にした作品―― か ら

発展 した ものと考 えるこ とができる。着衣 と裸体 の相違 はあるが,何 組か の男女が車上 に横 たわ りあるいは散歩す

る情景 は,そ れ らの風俗画 とこの水浴図 とが同 じ構想 に基 づいている ことを暗 示す る。
〔Pl.9〕

 ここで示唆 的な ことは,マ ネの 《草上 の食 事》(ル ー ヴル美術館蔵)が1863年 の落選 展に出品 され た とさの題名

が,《水浴(Le Bain)》 であった とい う事実 である。 この展覧会 をセザ ンヌはゾラ と共 に観覧 し深 い感動 をおぼ え

た。 しか し,例 えば ロジャー ・フライや ジ ョン ・リウォル ドなどが指摘す るよ うに(21),当 時 のセザ ンヌは対象の

造 形的価値 を見出す ことよ り,自 己の内部 にあ る官 能的な幻想 を表現 す ることに もっぱ ら意 を用いていた。一方 マ

ネの想像 力は純粋 に視覚的な ものであ り,簡 潔で明快 な物 の見方や明暗 を くっき り対比 させ る新 しい彩色法 が当時

の人び とに大 きな衝撃 を与えたので ある。

 ところで近年の研究 によると,マ ネの 《草上の食事》 はジォル ジォーネ(Giorgione,1478～1510)や ラファエ ル

ロ(Raffaello,1483～1520)の 構想 を単 に現代風 に翻案 しただけの ものではない とい う(22)。ここはそれ らの新 しい

解釈 を検討す る場 ではないが,セ ザ ンヌの初期作 品 との関連 か ら,ア ンダセ ンの解釈(23)だ けを取 りあげてお きた

い。彼 による と,マ ネの 《草上の食事》は,ラ ファエル ロの 《パ リスの審判》 の右 下の河神の部 分のモテ ィー フ(24)

だけでな く,全 体 の構想 に注 意を向ける必要 がある。つま り,そ のテーマはい うまで もな くギ リシア神話 の 「パ リ

ス の審 判 」 で あ り,そ の パ リス (Paris) は 同 時 に現 実 の パ リ(Paris)の 町 を寓 意 的 に 示 す 。 従 っ て,1863年 当時
                           サロン  

の画家 たちは,パ リス―― パ リの町―― その代行機 関であ る官 展  に よって審判 され ることにな る(25)。そ して,

最終 的にパ リスが選 ぶア フロデ ィテは,現 実にはパ リの娼 婦に よって暗 示 され る。 さらにア ンダセ ンは,マ ネの作 品
                         

の中央上部に描かれてい る小鳥(す ず め科の うその類)に 注 目す る。 この小鳥は構図上の位置か らみて も,ラ フ ァ
                                             

エ ルレロの 《パ リスの審判》の中央部にあ る翼 をつけた勝利の女神に符合す る。彼に よれば,う そには二重の寓意的な

意味が ある。ひ とつ は人為 の手が加わ らぬ 自然の生活 を意味す る(こ れ は 自然主義 を信奉す るマネや彼の仲間たち

のことである。 マネ の 《車上 の食事》 の人物 のモティー フがそ こに由来す る,ラ フ ァエルロ作品の右下部の河神た
                                                

ちも,パ リスの審判 の喧噪 の世界 か らは離れ ている。そ して,マ ネの作 品の右端 の人物 の右腕 は うそを招 き寄せ る

ための止 り木 の役 をす る)。 他 のひ とつは,相 手 を選 ばぬ 自由な性行為 を意味す る(こ の鳥 は第二帝政時代の高等

娼婦 たちによ って広 く寵愛 され ていた(26))。
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 マネに触 発 され て描 かれ た と思 われ るセザ ンヌの 《草上の食事》(V.107)や 《バス トラール》(V.104)（27)に は

彼の内密な夢 や欲望 が表現 され てお り,マ ネ の純粋 に造形的 な作品 とは異質 とされ てきた(28)。 しか しマネの 《草

上の食事》 の中に上 のよ うな意味 が隠 され てい るとすれ ば,セ ザ ンヌがそ こか ら読み取 ったのは単 なる造形的 な教
                                               フォルム

訓だけではないだろ う。シ ャピロが言 うよ うに,「 マネのタブ ローはセザ ンヌに とって,彼 自身 の欲望 の形態 をそ
             イマージュ  
れ に 与 え る こ との で き る,夢 の影 像 だ った(29)」 わ け で あ る。

〔Pl.10〕

〔Pl.11〕

セザ ンヌは 〈車上の食 事〉 と題す る作品 を他に も描いてい る(V.238,V.377)。 また同趣向 の作 品 として 《La

partie de campagne》(V.234),デ ッサ ン 《Plaisirs de la campagne》(V.1201),

 1204), あるいは

 «Déjeuner sur l'herbe» (V.

«Le pêcheur à la ligne» (V. 115), «Pêcheur et Baigneuses» (V. 1520A), «Les pêcheurs—

journée de juillet» (V.243),水 彩 《Scene fantastique》(V.1230)な ど を挙 げ る こ とが で き る。 これ らの い わ ば

風俗 的なテーマを扱 った作 品が,直 接<水 浴図〉(男 性 と女性 を一緒 に描 いた)に 結びつ くこ とを示す わけにはし

かない（30)。しか し,リ リアー ヌ ・ゲ リーが指摘す るよ うに(31),人 物 とそれ を取 り囲む 自然 との関係 の表現 に関し

ては,セ ザ ンヌの空間解釈 は これ らの作 品の うちで同一 の発 展経 過を示 している。初期 の ロマ ンテ ィ ク な 情 景か

ら,印 象主義 的な手法 によるこれ らの 〈風俗画〉 を経 て,男 女 を一緒 に描 いた水浴 図へ と向 う過程 は,モ テ ィーフ

の関連 と同時に画家 の空 間解釈 とい う点 か らも,明 らかにされ うる と思 う(32)。

III.

 男性だけが登場 する水浴群像 が描 かれ るのは1875年 頃か らであ る。女性水浴 図の制作 とほぼ同 じか,や や後 の時

期であ る。 これ 以後約10年 間,男 性水浴 図 と女性水浴 図はモテ ィー フや構 図の うえで相互 に影響 関係 を もちつつ,

それぞれ独 自の発 展 を示す。同一画 面 に男性 お よび女性 が同時に登場 する例 はあま りない。1887年 頃か ら1897年 頃

までの10年 間は,女 性 水浴図は描 かれ ていない。 この間に男性水浴 図が完全 な実現 をみ る。女性 水浴 図の集 大成 で

ある 《大水浴図》 の制作 にセザ ンヌは晩年 の10年 間を費す ことにな る。

 リリアーヌ ・ゲ リ一は,1873年 か ら1877年 にかけて描かれた初期の水浴図 をそのモテ ィー フに よって大 き く4つ

に分 類 した(33)。そ してそれ以後制作 され た水浴 図の構 図を この4つ のモテ ィー フの組合せ ない しは ヴァリエーシ

ョンとみな してい る。筆者 もかつてセザ ンヌの女性 水浴 図の展開にふれ,こ の 時 期 に 描 か れ た 《3人 の 浴 女 》

(V・266,267,269,270)と 少 し後に描かれた4人 ない し5人 の浴女群像(V.384,386,382,383,385)と を基本

的 なモ ティー フとして,《 大水浴図》(V.719)に 到 る過程 を分析 したこ とが ある(34)。男性水浴 図に関 して も,初 期

作品の基本 的な構 図 を基にその展開 を跡 づける ことがで きる。女性 水浴 図に比べ るとその過程 はむ しろ単純であ る

といえる。

 男性水浴図の基本的な構図 とな る作品は次の2点 であ る。つ ま り 《休息す る水浴 の男たち》(V.276)と

す る5人 の男たち》(V.268)。 前者は,こ の ままの構図 としては,同 時期に制 作 され た他 の2点 の油彩画 と1点 の

水彩画以外にはセザ ンヌの作品総 目録 に登場 しない。ただ し,1885年 前 後に制作 され る男性水浴単 身像 は,こ れ ら

の作品の中央人物 のポーズ と密接に関連す る。一方後者は,1897年 頃 まで続 く男性水浴 図の基本 的なモテ ィー フを

提供す ることにな る。

〔Pl.4〕 〔Pl．13〕

〔Pl.7〕

《休 息 す る水 浴 の 男 た ち》 と題 す る作 品 は,油 彩 画 が3点(V.273,V.274, V.276),水 彩 画 が1点(V.899)

(34a)
,

〔Pl.2〕 〔Pl.4〕

石 版 画 が1点(V.1157)あ る。3点 の 油 彩 画 の うち,バ ー ンズ 財 団 の 作 品(V.276)が 最 も大 き く完 成 度 が

高 い。V.273は 人物 が画 面を支配 し風景 は簡略 であ る。 V.274の サイズはV.273と ほぼ同 じだが,背 景 の風景

も人物同様線 的な筆触 で丹念 に描 かれ てい る。従 って,V.273で 人物 のボ ーズ と配置 を, V.274で 風景 の中に置

かれた人物の全体 の構 図を,そ れ ぞれ 考えていた とみなす ことがで きる。水彩画(V.899)は 全体 の調子 を整 え る

ための ものであ ろ う。

 とこ ろ でG.ベ ル トル トに よれ ば,《 休 息 す る水 浴 の 男 た ち》(V・273,V.274, V.276, V.899)の 右 端 の人 物

は,ピ ガル(J.-B.Pigalle,1714～1785)の 《マ ー キ ュ リー 》 あ るい は古 代 彫 刻 《サ ンダル の ひ もを結 ぶ ヘル メス》

に関 連 し,後 景 の 人 物 に は ミケ ラ ンジ ェ ロ(Michelangelo,1475～1564)の 《皮 を剥 がれ た 男》 の 背 面 の ポ ー ズ が
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用 い られ て い る(35)。

ま た,ア ド リア ン ・シ ャ ピ ュイ も,V.274の4人 の 人 物像 の ポ ー ズ の 霊 感源 を過 去 の 芸術 作 品 の 中 に認 め て い

る(35a)。

両 手 を腰 に あ て た ポー ズ の人 物 素 描 は,ヴ ェ ン トゥ リの カ タ ログ に2点 記 載 され て い る(36)。 シ ャ ピ ュイ は さ ら

に も う2点 の素 描 を示 して い る(37)。

以上の ことか ら,バ ー ンズ財団蔵の 《休息する水浴の男た ち》(V.276)の た めにセザ ンヌは2点 の油彩画 と1

点 の水彩画 で習作 を重ね た,と 推測で きるで あろ う。その際,個 々の人物のポーズ を過去の作品か ら取 ったに して

も,技 法的 には,こ の時期 の他 のジャンルの作品にみ られ るよ うな印象主義の特色 を示 してい る。 ところが,こ の

作品 には一種実験的 なぎこちなさが あ り(37a),ま た以後 この構図の作品が描 かれていない ことな どか ら,印 象主義

的 な技法 は水浴図 の発展 に とって有効 な手段 ではなか った ことが暗示 され る。画面の中で各人物は空間の中のア ク

セン トとしての機能 をもってい る。エ クス・アン・プロヴ ァンスを思わせ る地平線の豊か さと空間の雄 大 さが,風 景

描写 によってだけでな く,人 物 の配置に よっても表現 されてい るのであ る。構図は垂直線 お よび水 平線 の方 向に基

礎 を置 き,個 々の フォル ムは明確 に画面の空間の中に位置づけ られてい る。そ して,人 物の配置以外 に,例 えば右

上辺 の雲の輪郭線や左方 のサ ン ト ・ヴィク トワール 山と思 しきピラ ミッド型の山の形な どに よって,構 図の骨格 が

強調 されす ぎてい るきらいが ある。 しか しこの厳格 さは,文 学的な もの とは全 く異質の一種 の情緒 を生 み出す のに

与 っているよ うに思 われ る。 フライ(38)は,現 在のいかな る作品 もこの 《休息す る水浴の男たち》(V.276)ほ ど,

ジォル ジォーネ の抒情的 な強 さに接近 してい るもの はない だろ う,と 述べ てい る。 ここには,ジ ォルジ ォーネの意

匠 を直接暗示す るものはなにもない(39)。 しか し,セ ザ ンヌは常 に,現 代の新 しい 《田園の奏楽》 を創 り出そ うと

い う野心 をもっていた よ うに思われ る,と フライは言 う(38)。

〔Pl.4〕

ところで,《 休息す る水浴 の男 たち》 の作品 の中にセザ ンヌの少年時代 の回想 を読み とったのは ベルナール ・ド

リヴ ァル である(40)。彼 はセザ ンヌの男性水浴図 のテーマの誕生 には,彫 刻作品に よる人体の研 究 と同時に,セ ザ

ンヌの少年時代の体験が反映 してい るとい う。セザ ンヌはエ クスの コレージ ュ ・ブールボ ンで ゾラ(E.Zola,1840

～1902)や バ イユ(J .-B.Bai11e,1841～1918)と 親交 を結び,彼 らとアル ク川 で水浴 しその岸辺で楽 しい時を過 し

た(41)。ゾラの 『制作』(L'Oeuvre)の 中には当時 の情景 を思 わせ る次の ような記述 があ る;

「……彼 らの心 を高鳴 らせ る別 の記憶が よみが えってきた。 学校が終 えてか らこの低地です ごした,大 気 と太 陽

に満 たされ たすば らしい 日々の記憶が。 この三人組 は第六学級の時か ら長 い探索の遠出 を好む よ うにな った。彼 ら

はすべ ての休暇 を利用 し,探 索 の範囲 を広げ,成 長す るにつれ て大胆に な り,つ いに この地方のすべて を駆けめ ぐ

り,そ の遠 出は しば しば数 日にお よん だ。……。それ は世間か らの逃避 であったが,ま た 自然の懐に本 能的に心 を

奪 われ るこ とで もあ り,木 や水や 山や,孤 立 して 自由であるこ とへ の限 りない喜びや,に 対す る腕 白小僧たちの無

意識 の熱愛 で もあった。

寄宿生 だったデ ュビュシ ュは休暇 ご とに他 の二人 と合流 した。 ……。 しか しク ロー ドとサン ドスはあきることが

なかった。毎 日曜 日の朝 四時 か ら,相 手 のよろい戸 に小石 を投 げつけて起 しに行 った。特 に夏 は,ヴ ィオル ヌ川に

夢 中になった。ヴ ィオル ヌ川 はプ.ラッサ ンの低 い草原 を流れ る小川 である(42)。彼 らは12歳 にな るやな らずで泳 ぎ

を憶 えた。彼 らが熱 中 したこ とは,水 のたまった窪み のどう水 の中を歩 き,そ こで終 日過 しなが ら,焼 けた砂の上

で背や腹 をかわか し,再 び川 の中に もぐり込み,土 手 の草 む らを探 し耳 まで沈み なが ら何時間 も うなぎのか くれが

を さぐった りす るこ とだった。 ……(43)」

この小説 はセザ ンヌ とゾ ラとの間の友情 が破綻す る直接 の原 因 と考 え られ ているのだが(44),セ ザ ンヌ は この小

説 の最初 の部分 には感動 していた らしい(45)。そ こには,事 実がほんのわずか置 き替 え られ ているだけで,青 春 時

代 の楽 しい思 い出が再現 され ていた。 《休息す る水浴 の男たち》 の4人 の人物 が 誰 にあたるかを詮索す る必要 はな

いだろ う。サ ン ト・ヴ ィク トワール 山を思 わせ る山を背 に草原 に遊ぶ人物 たちの情景 は,ゾ ラの記述す る文章 に似

つかわ しい。

《休息 する水浴 の男たち》(V.276)は1877年 の第3同 日の印象派展 に出品 された。その時の カタログには “Le:

baigneurs.Etude,projetdetableau"と 記 載 さ れ て い る(46)。 リ ヴ ィ エ ー ル (G. Rivière) が印象派展出品作を高
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度に完成 され た重要 な絵画 と述べた(47)ことか ら,3点 の 《休息す る水浴の男たち》の うち最 も完成 されてい るバー

ンズ財 団の作 品(V.276)が 印象派展 出品作 とされ てきた。 さらに,M.Waldfogelは,ド ガのあ る素 描か らこの

事実を例証 した(48)。3点 の 《休息 する水浴 の男たち》の うち明 らか にバー ンズ財団の作品の中央人物 を模 した素描

を ドガは残 している。 そ して素描 の左下 に,こ の素描 を含む アルバ ムの所有者 であった アレヴィ(L.Halevy)に

よると思 われ る次の様 な記述が ある か らで あ る
"Degas / les baigneurs  d'apres Cezanne / Impressionnistes

Exposition 1877" (49)

この 展覧 会 の期 間 中,リ ヴ ィ エ ール は 「印 象 派,美 術 新 聞(L'Impressionniste,journal　 d'art)」 を発 刊 した(50)。

そ こで彼 は,印 象 派 の画 家 と他 の画 家 とを区 別 す る の は,彼 らが 主 題 を色 彩 に よ っ て扱 うの で あ っ て,主 題 それ 自

身 に よ って扱 うの で は な い こ とに あ っ た,と 言 明 した。 そ して セ ザ ンヌ につ い て こ う書 い て い る;

「作 品 の 中 の セ ザ ンヌ氏 は偉 大 な時 代 の ギ リシ ア人 で あ る。 彼 の カ ンヴ ァス は,古 代 の絵 画 や テ ラ コ ッタ の静 穏

さ と英 雄 的 な晴 朗 さ とを持 って い る 。 例 え ば,《 水 浴 図》 を嘲 笑 す る無 知 な人 た ち は,パ ル テ ノ ン を批 難 す る野 蛮

人 の よ うな 印 象 を与 え る(5])」。

《休息す る水浴の男たち》 の構図は,石 版画 を別 にすれば,3点 の油彩画 と1点 の水彩画以外 には描 かれ ていな

いことは でに述 べた。ただ し,中 央 で腰 に両手 をあてて立 つ人物 と同 じポーズの作 品が1885年 頃 に油彩 で描 かれ
〔 Pl.5〕

る(52)。《水浴 す る 男》(V.548)が そ れ で あ る.垂 直線 と水 平線 が 強調 され た構 図 は簡 潔 だ が,ま だ らに変 化 す る

筆触の ヴ ァイ ブ レー シ ョンが画 面に生 気 を与 え,素 朴な調和 と力強 さを示 してい る。 ところで この人物 のポー ズは

かな り特異 なもので あ り,ド ガがわ ざわ ざ素描(53)に残 した理 由 も うなずけ る。 ドリヴァルは,《休息す る水浴 の男

たち》 の構図 をセザ ンヌが再び取 りあげなか った理 由は,中 央の人物が全 体の構図に とって強大すぎ,そ れ 自体 で

モニ ュメ ンタルな感 じを与 えるか らだ,と してい る(54)。

た しかにこの人物 は,シ ャピロの言 うよ うに,風 景の中の彫像 とい った趣があ り,水 浴 す る男 とい うよ りは考 え

る人 の姿 である。 さらにシャピロは,上 半身は空 を背 に下半身は大地 を背 に立つ この人物の中に,複 雑 な感情 の投

影 を読 み とろ うとす る。上半身 は,禁 欲的 で,骨 張 り,厳 し く対 称的で,扁 平であ る。一 方,下 半 身は,強 壮で肉

づけがよ く,動 きのある動作 をす る。瞑想的精神 と熱情,孤 独 で受動的な 自我 と活動 性生,こ うした2つ の対立す る

主題 がこの作 品には隠 され ているとい うのである(55)。

あ る意味でこの作 品(V.548)の 対 をなす と思われ る男性水浴図が,ほ ぼ同 じ頃 に2点 描かれた。 《両腕 を広げ
〔Pl.13〕

て水 浴 す る男》(V.544,V.549)で あ る。 とこ ろ で レフ は,前 者(V.548)の 人 物 の ポ ー ズ につ い て の シ ャ ピ ロ

の 分析 を興 味 ぶ か い もの と しなが ら,そ れ が 写 真 か ら取 られ た も の な の で個 人 的 な感 情 の 表 出 と して は 重 要 性 が 少

な い と して い る(56)。 む しろ,後 者(V.544,V.549)の 人 物 の ポー ズ に こそ セザ ン ヌの 個 人 的 な 感情 が 隠 され て

い る と主 張 す る。1885年 前 後 に描 かれ た こ の2点 の 《両 腕 を広 げ て水 浴 す る男 》 とほぼ 同 じポ ー ズ の 人 物 像 は,す

で に1875～1878年 に か け て 油 彩 で3点(V.273,V．274,V.276)描 か れ てい る。 ま た素 描 で も描 か れ た ・ レ フ

は 油 彩 と素 描 を合 せ て23点 挙 げ て い る。 彼 に よれ ば,素 描 も描 かれ た時 期 に よ っ て1875～1878年 と1885年 前 後 の2

つ の グル ー プ に分 け る こ とが で き る(57)。

セザ ンヌ芸術 に とって,1875年 か ら1885年 に到 る10年 間 は,彼 の印象主義体験 によって,初 期 のロマン主義的な

構想 画 か ら構成主義的 な作 品へ と向 う重要 な時期 である。 その間に多数描 かれ るほぼ同 じポーズ の人物像 には,レ

フに よると(58),セ ザ ンヌの内面における性的 な意味 が隠 され ている。 つ ま り,上 にあげた右腕 は勃起 した男性性

器 を暗 示 し,反 対側 に傾 いた頭部 はそ うした性的 な衝動 に対す る拒否 の態度 を示す。 また下 にさげた左腕がふ とも

もか ら離れてい るのは,マ スターベイシ ョンに対す る不安 と罪 の意識 を暗示す る。性的 な衝動 とその抑圧 とい う二

重 のテー マが このポーズには隠 され ているのだが,10年 におよぶ制作過程 を経 るこ とによ り,1885年 前後 の最終作

品 では原初的な意味はほ とん ど見 出 し難 くな っている。

精神分析学的な手法 を駆使 して得 られ た レフのこの結論 に関 して,そ の当否 を判断すべ き余裕 と資格が いまの筆

者 にはない。精神分析学 を用いてセザ ンヌ芸術 を探求 するに際 し,そ の結果 はひ とまず お くに して も,そ の扱 うべ

き方法 について,シ ャピュイに よる批判 があ ることを指摘 す るだけに とどめてお く(59)。

《両腕 を広げ て水浴す る男》 のポーズ をめ ぐるレフの議論 は,上 に述 べた性的 な意味 をそこに 読み取 るだけに と
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ど ま らず,こ の特 異 な ポ ー ズ の先 例 を過 去 の絵 画 作 品 の 中 に求 め て い る(60)。 バ ロ ック時 代 や ロマ ン主 義 時 代 の先

例 と共 に レフが 挙 げ る ミ レー(J.F,Millet,1814～1875)の 作 品 との 類 似 は,セ ザ ン ヌの 水 浴 図 の成 立 の過 程 に お

け る風 俗 画 の果 し た役 割 を考 え る上 で興 味 が あ る。 す で に述 べ た よ うに,セ ザ ン ヌの 水 浴 図 には,そ の 先 例 と して

《草 上 の食 事 》 を始 め とす る風 俗 画 が 存 在 し てい た か らで あ る。 レフ は,セ ザ ンヌが1875～76年 頃 に描 い た 《上衣

を着 る男 》(V.248,V.1218)は ミ レー の 《LaFindelajournee》(61)か らイ ン ス ピ レー シ ョン を得 た,と 言 う。

そ して こ の人 物 の ポ ー ズ は,右 腕 の 向 き な どの細 部 に お け る異 同 が あ る とは い え,初 期 の男 性 水 浴 単 身 像―― 特 に

《両 腕 を広 げ て水 浴 す る 男》(V.259)―― に受 け継 がれ て い る,と 主 張 す る(62)。

セ ザ ンヌ は この 作 品(V.259)を 描 く数 年 前,1873年 か ら1874年 に か け て ポ ン トワー ズ お よ びル ヴ シ エ ンヌ で ピ

サ ロ と制 作 を共 に して い る。 そ して ピサ ロが,コ ロー(J.B.C.Corot,1796～1875)や クー ル ベ(G.Courbet,

1819～1877)な ど と並 ん で,ミ レー の 画 業 に 深 く影 響 され て い た こ とは よ く知 られ てい る と こ ろで あ る(63)。

《休息す る水浴 の男た ち》(V.276)と 共 にセザ ンヌの男性水浴図 に基本的な構図 を提供す るのは,す でに述 べた
〔Pl.4〕

P.13

よ うに,《水浴 ず る5人 の男た ち》(V.268)で ある。前者 と異 り後者 は,1890年 代 の後半 まで続 く男性水浴図の展

開 のライ トモ ティー フの役割 を果す。 ここには,前 者の よ うに,サ ン ト ・ヴィク トワール山の形 に似た山 もプ ロヴ

ァンスを思 わせ る草原 もない。人物 も5人 にふ えてい る。 しかし,私 はここにもまた,セ ザ ンヌの少年時代の現 実

の体験 が明 らかに反映 しているよ うに思 う。 ゾ ラ宛 の手紙 の一葉(1859年6月20日 付)に 素朴 な水 浴 の情 景 の

素描 がある(64)。そ こでは3人 の少年たちが川 の中に入 ってい る。 背後 には大 きな一本 の木が あるにす ぎないが,

前景 の川 の中で水浴 びす る人物 の情景 には,《水浴す る5人 の男 たち》(V.268)に 登場す る川 の中の人物 を思わせ

る ものがある。 この作 品のための素描(65)はそ のこ とを更 によ く示 しているだろ う。

〔Pl.15〕

〔Pl.14〕

1879年 か ら1882年 にかけて,こ の作品 とほぼ同一の人物配 置 をもつ3点 の作品(V.388,V.389,V.390)（66)が

制作 され る。左端の人物は坐 り,右 端 の人物 は身 をかがめ,中 央の人物 は腰 まで川に浸 る。それ らの人物 の間に立

ち姿の2人 の人物が挟 まる。そ して,人 物 像 は樹 木の群葉か ら浮 き出 てい るよ うにみえ る。その弾 薬は幹や枝 に

よって強調 され てはいず,単 に背景の役割 を演 じてい るにす ぎない。右端の2人 ない し3人 を描 い た2点 の 習 作

(V.392,V.395)が ある。 右辺 で腕 を頭 にのせ て立つ人物 だけの習作(V.263)は 以前 に描かれてい る。右端 の

3人 を描 いた水彩画(V.900),お よび右端 の2人(V.1256)と 両腕 を頭 にのせ て立つ人物(V.1257)と を描 い

た素描(67)があ る。左端で坐 る人物の素描 もあ る(68)。

中央 左 寄 りで布 を持 っ て立 つ人 物 の習 作 が2点(V.393,V.394)あ る。 この ポ ー ズ は水 彩(V.903)で も描 か

れ て い る 。 さ らに2点 の素 描(V.1420,V.1433)も こ の ポー ズ に 関連 が あ る と思 われ る 。 ま た こ の人 物 に は脚 部

だ け の素 描(V.1282)が あ り,ヴ ェ ン ト ゥリに よ る と,こ の 素 描 は 写 生 に よ る もの で あ る(69)。 とこ ろ で シ ャ ピ ュ

イ に よ る と,布 を持 って 立 つ 人物 の ポ ー ズ は 《L'Orateurromain》 と して知 られ る古代 の大 理 石 彫 像(ル ー ヴル 美

術 館 蔵)に 由 る(70)。

3点 の《水浴 す る5人 の 男 た ち》(V.388,V.389,V.390)の 制 作 と同 じ頃(1879～1882年),ほ とん どス ケ ッ

〔Pl.13〕

チ風 の 《水浴す る7人 の男 たち》(V.387)が 描 かれた。 前者 の構図 に対 し後者 の構図 には,甲 央 と右端 に,身 を

かが めてい る2人 の人物が加わ るので ある。 また,2本 の木が左右 か ら人物 を取 り囲む よ うに描 かれ てい る。 この

構図 は,人 物 の数 に多少 の異同が あるに しても,以 後 の男性水浴群像 の原型 となる。 ゲ リーは,こ の構図 の左半分

が彼女 の言 うテーマBの 三角形 の群像 を思 わせ,ま た右端 の立 っている人物 とかがんでいる人物 とはテーマDの 右

端 の2人 の人物 と類似 している,と 言 う。 さらに,中 央部分 には,テ ーマCの 立 ってい る浴 女 と横 たわる浴女 の背

中の軸 が形造 るア ラベス クを思 わせ る ものがあ る,と してい る(71)。しか し,そ れ らの二義 的な要素 は総合 され て

お り,新 しい安定 した コンポジシ ョンの中ではほ とん ど目立 たない。

この作 品(V.387)の 右端 で身 をかがめてい るポーズの人物 は,他 の男性水 浴図には現れ ない。素描 もない。 む

しろ,同 じ頃に制作 された何点かの女性水浴図(V.383,V.384,V.385,V.386)の 右端 の人物 のポーズに類似

す るところがあ る。

川の中 に入 ろ うとす るかの よ うなポーズの中央中景の人物 には,水 彩(V.905)と 数 点の素描(72)が ある。この
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ポーズの人物 を含 むコンポジシ ョンを,男 性水浴図の中に何点か見出す ことができる。 《水浴す る5人 の男 たち》

(V.541),《 戸外 の水浴》(V.582),《 男性水浴 図》(V.587),《 男性水浴群像》(V.590),お よび水彩画(V.1110)(73)

な どである。

《水浴す る7人 の男た ち》(V.387)を 基本的な構図 として展開す る男性水浴群像 が完全 な実現 を み せ る の は,

1887年 頃か ら1898年 頃 にかけてであ る。 この章の前半でふれた ように,1885年 前 後には男性水浴単身像 が描 かれ て

いる。それ までは男性水浴図 と女性 水浴図 とは並行 して制作 され てきたが,《大水浴 図》 の制作 が始 まる1898年 に

到 る約10年 間は,女 性 水浴図は描 かれ ない。女性水浴 図の実現 は1900年 以後 まで待 たなけれ ばな らない。

1890年 か ら1894年 までの間に 《水浴 する7人 の男 たち》(V .387)を 基本的 な構図 として制作 された男性水浴図

は,ヴ ェン トゥリによると7点(V.580,V.581,V.585,V.587 ,V.588,V.590,V.591)(74)あ る。 これ らの
〔Pl.17〕

〔Pl.16〕

うちで最 も安定 したで きばえを示 してい るのは 《男性水 浴図》(V.580)で ある。 前景 の立 っている2人 の人物 と

腕に下げた白い布 および中景 中央 の坐 っている人物 は,背 景 の2本 の樹木 と共 に垂直線 を強調す る。一方,前 景右

端 と中景 中央 の走 っている人物,前 景 の白いパ ンツをはいた人物 の腕 の動 き,白 い布 を持つ人物の向 き,中 景の右

(画面の左辺)を 向いている人物,川 の中に入 っている人物 の頭部 の傾 き,お よび左端 の樹 木の幹の傾 きな ど,画

面全 体に左上 りの対角線 の軸 に沿 う動 きが ある。他 の人物 に比 してやや暗い色調で描かれた左端の人物の上半身の

傾 きは,右 上 りの対角線 の軸 に沿 ってい る。 この人物の傾斜軸 と,右 端の走 ってい るポーズの人物の傾斜軸 とに よ

って,ピ ラ ミッド型 の構図が暗示 され る。 しか し,そ うした構図の骨組みは強調 されてはいない。 レイナール の言

うよ うに(75),こ こには戸外 で休息 し運動 す る人物 の理想化 され ない 自然 の姿 がある。

とはいえ人物の彫塑 性 と全体の構築性が勝 った この構図 に比べ,1895年 頃に描 かれ た3点 の男性水浴群像(V.
〔Pl.18〕

724,V.727,V.729)で は,筆 触 自体 が 画 面 に ダ イ ナ ミ ックな動 勢 を与 え
,構 築 性 よ り抒 情 性 が勝 る と言 え る だ ろ

う。現 在 ブ リヂ ス トン美 術 館 所 在 の 水彩画 《〔Pl.19〕水浴 群 像 》(V.1112)は,ヴ ェ ン ト ゥリにごよ る と2点 の 油 彩 画(V .

727,V.729)に 関連 す る(76)。 ケ ネ ス ・クラ ー ク卿 の 当館 宛 の手 紙 に よれ ば(77),こ の水 彩 画(V.1112)は 卿 所 有

の 《男 性 水 浴 群 像 》(V.729)の 習 作 で あ る。 これ らの 晩 年 の 油彩 に よ る水 浴 図 に は 水 彩 画 の技 法 か らの影 響 が認

め られ(78),ま た そ こに は初 期 の 《愛 の闘 い》(V.380)な ど の作 品 にみ られ る運 動 感 を思 わ せ る も のが あ る。

とこ ろで ジ ャ ン ・バ ブ ロ ンは,セ ザ ンヌ の水 浴 図 とエ ル ・グ レ コ(EIGreco ,1541頃 ～1614)の 人 体 表 現 との間

に あ る種 の 類 似 性 が あ る こ とを指 摘 した(79)。 ヴ ェ ン ト ゥ リも また,《 男 性生水 浴 図 》(V .581)の 人 物 の フ ォル ムが

グ レコの線 を思 わ せ る,と 述 べ て い る(80)。 また,1895年 頃 制 作 の 《4人 の浴 女 》(V.726)の 中央 人 物 の ポ ー ズ は

初 期 の 《髪 を拭 う浴 女》(V.114)や 《聖 ア ン トワー ヌ の 誘惑 》(V.240,V.241),あ る い は ド ラ ク ロ ワ(E.

Delacroix,1798～1863)に よ る とい われ て い る 《トワ レ ッ ト》(V .254)の 中心 人 物 の そ れ と酷 似 し てい る。 これ

らの事 実 は,晩 年 の セ ザ ンヌ の感 情 の特 質 を理 解 す る上 で は な は だ興 味 ぶ かい 。

IV.

画商 ヴォ ラールが最初 のセザ ンヌ展開催 を思 いたつ動機(81)のひ とつは,1894年 のカイユボ ッ ト(G.Caillebotte,

1848～1894)の 死に よってひ きお こされた彼の蒐集品の遺贈問題であ る
。 カイユボ ッ トは 自らも絵 を描 き印象派 の

展覧会 にも出品 していた。彼は若 くして富裕 だ ったので印象派画家た ちの作品を買い彼 らを援助 していた。彼 は 自

分が早死す ると思い こみ,1876年 に遺言状 を書い てい る。そ こには彼の蒐集 を国家 に遺贈 する ことが 記 され て い

た。 ドガ,マ ネ,モ ネ(C.Monet,1840～1926),ピ サ ロ,シ スレー(A.Sisley,1839～1899)な どに加 え,セ ザ

ンヌの作品 も5点 含 まれていた(82)。遺 言 状 で は彼 の蒐集作 品す べてが リュクサ ンブール美術館 に入 るべ きであっ

た。だが この提案 は美術館 関係者 の とる ところではない。議会や新 聞な どもこぞって反対 した。関係者間 の1年 に

わた る交渉の末(83),67点(84)の うち38点 が受理 され るこ とになった。 この妥協案 は,官 立美術学校 の教授た ちか ら

も,新 美術 の支持者 か らも,憤 激 をかった。 ヴォラール はこ うした情勢 を察知 し,こ の機 を利用 して,い ままで20

年近 くパ リで知 られ るこ とのなかったセザ ンヌの作 品を一般 に公 開 しよ うと考 えた のである。 ピサ ロやモネ,ル ノ

ワール,ギ ヨーマ ンの援助 などもあって,ヴ ォ ラール はパ リで最初 にセザ ンヌの作品展 を開 くことに成 功 した。

ところで,リ ュクサ ンブール美術館入 りを国家 か ら拒否 され たセザ ンヌの3点 の作品 中の1点 が,《 休息す る水
〔Pl.4〕
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〔Pl.2〕

浴の男 た ち》(V.276)で あ った 。 セザ ン ヌ は1898年 版 の ヴ ォ ラー ル の 石 版 画集 の た め に,こ の作 品 の石 版 に よ る

レプ.リカ(V.1157)を 制作 した。 自己 の作品 の レプ リカを作 る習慣のない セザ ンヌが,石 版画 によ ってなぜ この

作品 の レプ リカを制作 したのであろ うか。そ の理 由をM.Waldfoge1は 次 のよ うに説 明す る(85)。〈1〉多 くの人び

との 目にふれ る機会 の多 い石版画 を制作す るこ とによ り,国 家の下 した判断(リ ュクサ ンブール美術館 への寄贈 を

拒否 した こと)へ の抗議 の意志表示 をす るため。〈2〉同時 に,し か し,2点 のセザ ンヌの作品が国家に よって受 け

入れ られ たのは,全 面的 な勝利 ではないに して も,彼 の芸術 が認 め られ たこ とで もある。 この石版画制作は,彼 の

生涯 の画期 的なでき ごとを祝福 す るためである。〈3〉最後 に,カ イユボ ッ トに対す るセザ ンヌの感謝 の気持 を表わ

すため。カ イユボ ットは印象派運動 の熱心 な支持者 で もあ った ことはす でに述 べたが,1877年 の第3回 印象派展で

は財 政的に多 くの援助 を与えた。そ して特 にセザ ンヌに対 して大 きな保護 を示 し,17点 の出品作 には主要 な展示室

の最 も目立つ場所が提供 された。 しか し,そ の結果,多 くの嘲笑 と批難がセザ ンヌにあびせ られ る こ と に も なっ

た。だが,そ の折 に,さ らに2人 のセザ ンヌ芸術の擁護者が生れた―― ヴィク トル ・シ ョッケ(V.Chocquet)と

ジ ョル ジュ ・リヴィエール である。 リヴィエールの論評はすでに引いた通 りであ る(86)。こ うしてセザ ンヌは,1877

年 と1897年 の2度 にわた り拒否 と勝利 とを同時 に体験 したわけだが,そ の機会は両方 ともカイユボ ッ トによ って与

え られ たのである。

以 上 がM.Waldfogelの 推 論 で あ る。 《休 息 す る水 浴 の 男 た ち》(V.276)に 由 る石 版画 《水浴 す る(4人 の)

男 た ち(大)》(V.1157)の 成 立 に 関す る限 り,以 上 の推 論 は妥 当す る もの と思 わ れ る。 しか し,セ ザ ン ヌは1897

年版 の ア ル バ ム の た め に,ス ケ ッチ風 の 《水浴す る7人 の 男 た ち》(V.387)の ヴ ァ リァ ン ト とみ な され る石 版 面

.〔Pl．1〕

〔Pl．3〕

《水浴する(6人 の)男 た ち(小)》(V.1156)も 制作 している。 しか し 《水浴す る7人 の男た ち》(V.387)は カイ

ユボ ッ トの蒐集 品の中には含まれていないので,こ の油彩画 については上 の推論 はあてはま らない。

そ こで筆者は,2点 の石版画の成立に共通す る動機 として,セ ザ ンヌの ゾラに対 す る屈折 した厄情 を指 摘 した

い。すで に述べた よ うに,セ ザ ンヌの男性水浴図―― 特に石版画の構図 として用い られ た作品―― の成立 には,彼

の青春時代 の体験が深 く関 わっている。 エクスの原野 で楽 しい時 を過 し,共 に未来 の芸術 につい て語 り合 っ た 人

は,ゾ ラ以外 にはいない。 セザ ンヌの芸術上 の青春 はゾラ と共 にあった。 ところが ゾラとの友情は,1886年 の ゾラ

の 『制作』 の出版 を機 に破綻す る。 それ以後,す くな くとも両者間 で交 され た書簡 は記録 され てい ない。

ところがここに,伝記 の上 で興味ぶ かい事実 がある。1896年 のある 日,ニ ュマ・コス ト(NumaCoste,1843～1907)

の招 きで ゾラがエ クスを訪 問 しているのである(87)。彼 は数 日その地 に滞 在 したが,遂 にセザ ンヌには会わなか っ

た。セザ ンヌが ゾラのエ クス滞在 を知 るのは,ゾ ラがエ クスを去 ってか らである。彼 はそのこ とを知 って悲 しんだ。

この事実か ら,2人 の人物が相対 す る3点 の 《カー ド遊び をす る人た ち》(V.556,V.557,V.558)の 制作年

代 を1896年 以 降 に 限 定 し,こ れ らの 作 品 の 中 に現 実 に は 起 りえ な か った セ ザ ン ヌ と ゾ ラ との対 話 を読 み 取 っ たの

は,い うま で も な くクル ト ・バ ッ トで あ る(88)。 クル ト ・バ ッ トは,初 期 の い わ ゆ る 《ウ ゴ リー ノ素 描 》(89)と,《 カ

ー ド遊 び をす る人 た ち》(V .559,V.560)お よび 《マル デ ィ ・グ ラ》(V.552)と の 間 に,Vお よびTの 形 を した

構 図 上 の類 似 を認 め る。 そ して,《 カ ー ド遊 び をす る人 た ち》 の 中 に,父 親 お よび ゾ ラ(と い うこ とは 世 の批 評 家)

の無 理 解 に対 す る セ ザ ンヌ の勝 利 を読 み とる。 ま た 《マル デ ィ ・グ ラ》 の 中 に,セ ザ ン ヌ に対 す る ゾ ラの 攻 撃 と,

に もか か わ らず セ ザ ンヌ の 自信 にみ ち た姿 勢 とを読 み とる 。こ うし てバ ッ トは,《 カー ド遊 び をす る人 た ち》 と 《マ

ル デ ィ ・グ ラ》 とは,〈 水 浴 図〉 の諸 作 品 と共 に,セ ザ ンヌ の 自我 の 内的 な状 態 を記 録 し て い る,と す るの で あ る。

ヴ ォ ラー ル な どの伝 え る と ころ に よ る と,1902年9月28日 の ゾ ラの 死 は セ ザ ンヌ を痛 く悲 しませ た(90)。 ゾ ラは

最 後 ま で セ ザ ンヌ を落 伍 した 芸術 家 とみ な して い た か も しれ な い 。 しか しセ ザ ンヌ は,ゾ ラ との友 情 が 復 活 す る希

望 を捨 て て は い な か った 。 芸術 観 の上 で2人 の考 え は対 立 して い た か も しれ な い 。 しか し,そ の こ とが2人 の不 和

の 原 因 に な った の で は な い だ ろ う。R.J.ニ ー ス の指 摘 す る よ うに(91),『 制 作 』刊 行 以 後 の両 者 の 間 が それ ほ ど不

和 な 状 態 で は な か った か ら,む しろ彼 らは敵 対 す る こ と もで き た の で あ る 。

伝 記 に よれ ば セザ ン ヌ は1898年 春 にパ リに行 く。 ゾ ラが ド レフ ュ ス(A.Dreyfus,1859～1935)の 弁 護 に立 ち上

った 年 で あ る。 セザ ン ヌが ジ ョア ビ ム ・ギ ャス ケ(J.Gasquet)と モ ー リス ・ル ・ブ ロン(M.　 Le　Blond)と 昼 食

を共 に し た折,彼 らは セザ ン ヌ を誘 い ゾ ラ を訪 問 して 二 人 を仲 直 りさせ よ うと した 。 しか し,こ の試 み は セ ザ ンヌ
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の拒絶 にあい失敗に終 る。 しか しこの ことは,リ ウォル ドのい うように,セ ザ ンヌが,他 人 を前 に した突然 の訪 問

による和解は二人の友情にふ さわ し くない,と 本能的 に感 じたか らであろ う(92)。セザ ンヌが石版画 によ って初期

の男性水浴図 を復活 させたのは,ゾ ラに対 す る変 らぬ友情 を表明す るには,芸 術 的手段 によるのが最 もふ さわ しい

方法だ と考えたか らではなか っただろ うか。男性水 浴図の成 立に,エ クスでの少年 時代 の楽 しい体験 が深 く結 びつ

いていることは,す で に み た 通 りであ る。セザ ンヌ芸術 の根源 のい くつか をそ こに見出す ことので きる彼 の少年

時代 において,ゾ ラは常に中心 的な役割 を演 じていた。 《カー ド遊 びをする人 たち》や 《マル デ ィ ・グラ》 に対 し

て 《ウゴ リー ノ素描》が存在する ように,男 性水浴 図に対 しては手紙 に添 え られ た水浴 の素描 がある。また リウォ

ル ド編纂の書簡集 の冒頭にあ るゾラ宛の手紙 は,ア ル ク川 での水浴 と魚取 りに言及 している(93)。石版画 の構 図 と

して用 いられた2点 の油彩画には,そ れ らの記憶 が直接反映 してい る(94)。その後男性水浴図は,そ の構 図を基本

にしてさまざまな展開 をみせ,従 って初 めの動機 は次第に うすれ てゆ く。セザ ンヌが この時期 に石版画 の構 図 とし

て初期の男性 水浴 図 をあえて取 りあげた理 由は,そ れ らの作 品に少年時代 の体験 が明白に認 め られ るか らにほかな

るまい。 ヴォラールによ って企画 され た1895年 の自作 の回顧展 は,セ ザンヌに自己 の芸術 をふ りかえる機会 を与

えたであ ろ う。そ して1896年 に偶 々 ゾラがエ クスを訪 問 した ことを知 り,セ ザ ンヌは 自己の芸術活動 の源泉 のひ と

つが ゾラと共に過 した少年時代 にあ ることを,改 めて思 い起 したにちがいない。彼 はそのこ とを,石 版画 とい うマ

ス ・メデ ィウムに よって,広 く公衆 に,そ して特 に ゾラに,示 そ うとしたのではないだろ うか。1896年 のゾラのエ

クス訪問に よって呼び さま され た ゾラへの友情 の思 い出が,石 版画 による2点 の水浴図の成立 に共通す る重要 な動

機のひ とつであ ることを指摘 して,こ の小論 の一応 の結末 とす る。

注(Notes)

(1)

I

L. Venturi, Cézanne, son art—son oeuvre,

Paris,1936。3点 の石 版 画 に関 す る デ ー タ は以 下 の通

り;

 «Baigneurs» 〔ヴ ェ ン ト ゥ リ ・ナ ンバ ー(以 下,V...

と略 記)1156〕

1890～900,23×28cm

«Baigneurs»  (V. 1157)
1890～900,41×51cm

«Portrait de Cézanne»  (V. 1158) 
1898~900, 47 x 341/2 cm

(2) J. Leymarie, M. Melot, Les Gravures des

Impressionnistes, Paris, 1971; English edition, The 
 Graphic Works of The Impressionists, London,

1972。 作 品 に 関 す る デ ー タ は以 下 の通 り;

«The Picnic (Le déjeuner sur l'herbe)» (Cat. no. 
C9) date unknown. Lithograph in colour, only state,
33×38cm。

(3)同 じ時 期 に 油彩 と水 彩 とで同 一 の構 図 を用 い る例

は あ る。

(3a)詳 し くは,六 条 隆 次 「ガ ヴ ァル ニ小 論 －(1)フ ラ

ン ス石版 画 発達 小史 」,ブ リヂ ス トン美 術 館 館 報 〈23〉,

1974,pp.23～29を 参 照 。

(4)
(5)

(6)

J. Leymarie, op. cit., p.  28 
Ibid., Cat. no. M83, 

L. Venturi, Les Archives de L'Impression-

nisme, tome II, pp. 255~271

(7)例 え ば,

参 照 。

 L'Estampe nouvelle (1896), La Litho-

graphie (1897), L'Estampe et l'affiche (1890),
La Lithographie en couleurs (1896)
marie,op.cit.,p.28 参 照 。

な ど。 J.Ley－

(8)J.Leymarie, M. Melot, op. cit., Cat, no. R27,

 R29, R30, R31。

(9) J.Leymarie, vp. CZt., p.29。

(10) フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ・サ ラ モ ン 「版 画 の 歴 史 と コ レ

 ク シ ョ ン 」(久 保 貞 次 郎 監 修 ・中 川 晃 訳),洋 販 出 版,

 1974,p.204参 照 。

(11)J.Leymarie, M. Metot, op. cit., Cat. no. P 13。

 こ の 銅 版 画 は,セ ザ ン ヌ が ピ サ ロ の 勧 め で ポ ン ト ワ ー

 ズ に 行 き そ こ で 彼 と 一 緒 に 制 作 を し て い た 頃 の も の で

 あ る 。 ポ ン ト ワ ー ズ の 近 くの オ ー ヴ ェ ル ・シ ュ ル ・オ

 ワ ー ズ に 住 む 医 者 ポ ー ル=フ ェ ル デ ィ ナ ン ・ガ ッ シ ェ

 (P.-F.Gachet,1828～1909)は 銅 版 画 を 愛 好 し,版 画

 制 作 の 設 備 を 整 え て 自 ら 制 作 し た 。 ピ サ ロ や ギ ヨ ー マ

 ン(A.Guillaumin,1841～1927),そ し て セ ザ ン ヌ に

銅 版 画 制 作 を 勧 め た の で あ る 。 セ ザ ン ヌ は ガ ッ シ ェ の

勧 誘 に 負 け て3点 の 銅 版 画(V.1159,V.1160, V.

 1161)を 試 作 し た だ け で,こ の 手 法 を放 棄 し た 。J・ レ

 ー マ リ の 言 う よ う に,セ ザ ン ヌ に と っ て 銅 版 画 制 作 は

 偶 発 的 な で き ご と に す ぎ な い(lbid., p.29)。

(12) つ ま り,Aman-Jean, Auriol,Bonnard, Carriere,

 Cottet, Cross, Cezanne, Denis, Eliot, Fantin-Latour,

 de Feure, Forain, Grasset, Guillaumin, Leheurte,

 Lewishon, Lunois, Martin, Maurin, Lucien, Pis-

 sarro, Puvis de Chavannes, Redon, Rodin, Roussel,

 Shannon, Simon, Sisley, de Toulouse-Lautrec,

Vuillard, Wagner, Whistlerの31人 で あ る 。 そ の う

 ち ボ ナ ー ル が2点 の 色 刷 石 版 画 を 制 作 した(J.Gori-

 any,"Notes on prints:Cezanne,s lithograph《the

 Smal1 Bathers》,"in Gazette des Beaux.Arts, Feb.

 1943,p.124参 照)。

(13) ヴ ェ ン ト ゥ リの カ タ ロ グ に は1つ の ス テ ー トの 記

載(L.Venturi, op. cit., tome 1, p.287)し か な い

 が,J.ゴ リ ア ニ に よ っ て ス テ ー トが2つ あ る こ と が 報
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告 され た(J.Goriany,op.cit.,pp.123～124参 照)。

J.Leymalie,M.Melot,op.cit.(Cat.no.C8)お

よび1974年 東 京 の 国 立 西 洋 美 術 館 で開 か れ た セザ ン ヌ

展 の カ タ ログ(Cat.no.,133,134,135)を 参 照 。 こ

の セ ザ ン ヌ展 に は,当 該 作 品 の 黒 の 試 し刷 り(第1ス

テ ー ト),第2ス テー トの第1刷(色 刷),第2ス テー

トの第2刷(色 刷)の3点 が 出 品 され た。

(14)J.Goriany,op.cit.,pp.123～124。

(15)J.Leymarie,M.Melot,op.cit.,Cat.no.C6

お よび セ ザ ンヌ展 カ タ ログ(前 掲,Cat.no.,136,138)

を参 照 。 こ の セザ ンヌ展 に は,当 該 作 品 の色 刷 と黒 の

試 し刷 り とが 出 品 され た 。

(16)油 彩 画 《休 息 す る水 浴 の男 た ち》(V.276)と 石

版 画 《水 浴 す る(4人 の)男 た ち(大)》(V.1157)と

は,構 図 の細 部 に い た る ま で符 合 す る 。

と こ ろ で ロ ジ ェ ・パ ス ロ ン(R.Passeron, La Gra-

vure Impressionnists; Origines et Rayonnement,

Fribourg,1974;Englishedition,

Prints,

Impressionist

NewYork,1974,p.112)は,こ の 石 版 画

(V.1157)の 右端 の川 の中に もう 一人 の人物 が居 る と

主張す る。 しか し筆者 は,石 版画 におけるこの部分 は

油彩画 と同 じく岸辺 であろ うと思 う。

石版画 《水浴す る(6人 の)男 たち(小)》(V.1156)

は,油 彩画 《水浴す る7人 の男 たち》(V.387)の 文

字通 りの レプ リカではない。油彩画 中の右 か ら2番 目

の川 の中にい る人物 が石版画 では省 かれ ている。 しか

し,他 の人物 のポーズ と配置,お よび画面左右 にある

樹木 の描写 な どは,ほ ぼ同一 である。特 に画 面を左右

か らか こむ樹 木は,同 時期 に制作 され た他 の男性水浴

図にはみあた らない。のちに本文 で述 べ るよ うに,こ

の油彩画(V.387)は,数 年前 に制作 され た 《水浴 す

る5人 の男た ち》(V.268)を 基に発 展 させた構 図で,

その後の男性水浴図の展開の ライ トモテ ィー フにな る

もので ある。

Ⅱ

(17)拙 稿 「セザ ン ヌ,女 性 水 浴 図 の 展 開 」,東 北 大 学

文 学 会 「文 化(32-4)」,1969,p.121参 照 。

(18)

(19)
(19a)

L. Venturi, op. cit., tome I, p.  58 

Ibid., p. 239

ただ しバー ンズ財団 の 《休息す る水浴の男た ち》

(V.276)の 左下部 には,帽 子 と布 と思 しきものが描

かれ ている。

(20)拙 稿,前 掲 論 文,p.136参 照 。

(21) R. Fry,  Cezanne-A Study of his Develop-

ment, London, 1927; New York, 1963, p. 9 お よび

J. Rewald, Paul  Cezanne, English edition, Lon-

don, 1950; 1965, p. 330

(22)例 え ば, Anne C. Hanson, Manet and the

Modern Tradition, New Haven and London, 1977,

 PP. 92～94に は 諸 家

Fried, B. Farwell

い る。 ま た,

 (W. Andersen, T. Reff, M.
など)の 説が批判的 に紹介 され て

G. Mauner, "Manet, Baudelaire and

The Recurrent Theme", in Perspectives in Literary 

Symbolism, ed. by J. Strelka, London, 1968; 1972,

pp.244～257に も,P.Egan,N.G.Sandbladな ど

の説 の紹 介 と同時 に,Mauner自 身 の 興 味 深 い 解 釈 が

陳 述 され て い る。 な お彼 は次 の書 物 の 中 で こ の論 旨 を

更 に敷衍 して展 開 した (G. Mauner, Manet, Peintre-
Philosophe, A Study of the Painters Themes, 
London,  1975)0

(23) W. Andersen, "Manet and the Judgement of

Paris", in Art News, Feb. 1973, pp.  63~69

(24)ラ フ ァエル ロのこのモティーフもまた,古 代 ロー
マの芸術や それ以前 の芸術 にまでその源泉 を遡 ること

ができ る [ H. W. Janson, History of Art, revised
and enlarged ed., New York, 1969,p.15(村 田潔 訳

監 修 「改 訂 増補 ・美術 の歴 史」,美 術 出版 社,1971,

p.15)参 照〕。

マ ネ の 《草 上 の食 事》 の モ テ ィー フ上 の源 泉 が,ラ

フ ァエ ル ロの 《パ リス の審 判 》 に基 づ くマル カ ン トニ

オ ・ライ モ ンデ ィ(M.Raimondi,1475頃 ～1533頃)

の版 画 に あ る こ とは,す で に1864年 にErnest Ches-

neauに よ って 気 付 か れ て い た (J. Rewald, The
History of Imrpessionism, New York, 1961, p. 68
お よびnotes〈Ch.III-34〉,p.92)。G.ベ ル トル トに

よれ ば,セ ザ ン ヌの 《5人 の浴 女 》(V.265)の 右 か ら

2人 目の 背 を観 者 に 向 け て 立 つ 浴 女 は,ラ ブ ァエ,レ ロ

の 《パ リスの 審 判 》 に 基 づ くライ モ ンデ ィの版 画 中 の

中央 で 布 を手 に して 背 を向 け て 立 つ 女性 像 に 由来 す る

(G. Berthold,  Cezanne und die alten Meister,
Stuttgart, 1958, S. 36; Pl.28,29)。 レ フ に よ れ ば,

ドガもまた ラフ ァエ ルロの原画に基 くライモ ンデ ィの

版画 を模写 してお り,そ の中 に 《パ リスの審判》 の右

下 の河神 とニンフの模 写 が あ る (T. Reff, "Degas's
Copies of Older Art", in The Burlington Maga-
zine, June, 1963, p. 241; fig.  I)

(25)ア ン ダ セ ン の こ の解 釈 は,セ ザ ン ヌの 描 い た 《パ

リス の 審 判 》(V.537)を め ぐ っ て シ ャ ピ ロが 展 開 し

た論稿[ M. Schapiro, "The Apples of Cezanne", in

Art News Annual, XXIV, 1968 (阿部良雄訳 「セザ

ンヌ の リ ンゴ」,エ ピス テ ー メ ー,1月 号 お よび2月 号,

1977)〕 に ヒ ン トを得 て い る。 し か し,シ ャ ピ ロ が

「パ リ(Paris)=パ リス(Paris)と い う語 の中 に,成
め き き

功 へ の希 望 と幸 運 の神 話-美 の鑑 識 家 に ヘ レー ネ を報

賞 と して与 え る神 話 － を ま とめ て いれ る こ と」 を 「語

呂合 せ― ま っ た く語 呂合 せ だ と も言 い切 れ ない 語 呂合

せ 」(阿 部 良 雄 訳)と して い る の に対 し,ア ン ダ セ ン

は 自分 の解 釈 に確 信 を 示 して い る(W.Andersen,op.

cit.,footnote〈1〉 ，p.69参 照)。

(26)Ibid.,footnote〈2〉,p.69。 こ の説 に関 して は,

しか し,A.C.Hansonの 批 判 が あ る(A.C.Hanson,

op.cit．,p．93)。 また,G.Maunerに よ る と,マ ネ

の 作 品 の 中 央 上部 の 小鳥 は地 上 的 な束 縛 か ら解 放 され

て,後 景 で川 に 入 ろ う と して い る着 衣 の 女性 の上 を舞

う。 この 女 性 の ポ ー ズ は,ラ フ ァエ ル ロの タ ピス トリ
ー の 下 絵 《奇 跡 の 魚 獲 》 の 中 の 聖 ヨハ ネ の それ に 由来

す る。 聖 ヨハ ネ は キ リス ト教 的 愛 の 体現 者 だ か ら,空

を舞 う小 鳥 も キ リス ト教 的 愛 に結 び つ く。 一方,画 面

左 端 の裸 体 の女 性 は ラ フ ェ エ ル ロの 《パ リスの 審 判》
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中の 異 教 の ニ ン フに 由来 す る。 そ して彼 女 の脱 ぎ捨 て

た衣 服 の そ ば に い る カエ ル は地 上 の物 質 的 な事 物 に結

び つ く。 こ こに は,キ リス ト教 の テ ー マ か ら取 られ た

もの と,異 教 の テ ー マ か ら取 られ た もの との対 照 が 示

唆 され てい るわ け で あ る。 従 ってMaunerの 解 釈 で

は,小 鳥 は 天 上 の 愛 を 象 徴 す る。(G.Mauner,op.

cit.,p.253)。

(27)こ の 作 品 に は デ ッサ ン(V.1208)が あ る 。

(28)注(21)を 参 照 。

(29)阿 部 良 雄 訳,前 掲 訳稿,エ ピス テ ー メー1月 号,

p.16よ り引 用 。

(30)た だ し レ フ は,〔Pl.9〕 《PecheuretBaigneuses》

(V.1520A)に つ い て興 味 深 い解 釈 を 下す 。 こ の挿 話

的 な 風 俗画 に は エ ロテ ィ クな意 味 が付 与 さ れ て い る

釣 師 が 両脚 の 間 に挟 ん だ不 自然 に長 い釣 ざお を,

対 岸 の2人 の浴 女 た ち に 向 け て い る―― こ とを指 摘 し

た あ とで,次 の よ うに書 い て い る。 「この初 期 作 品 の

うちで さ らに興 味 あ るの は,の ち に は別 々 に 展 開 す る

風 俗 画 と水 浴 の モ テ ィー フ とが合 体 して い る こ とで あ

る。 も っ と も釣 師 は,セ ザ ンヌ の生 涯 の最 晩 年 の 《大

水 浴 図 》(V.719)に お い て再 び登 場 す る こ とに な る」

(T. Reff, "Cezanne's Bather with outstretched 
arms", in Gazette des Beaux-Arts, March, 1962,
note〈2〉,p.189)。

(31) L. Guerry, Cezanne et L'Expression de  L'Es-

Pace, Paris, 1950, pp.54～62。

(32)し か し,登 場人物の性別 に よってそれぞれの水浴

図の成立の動機 を説明す ることは,便 宜的な方法のひ

とつかもしれ ない。 例えば レフは,《 休息す る水浴の

男 た ち》(V.273)と 《聖 アン トワー ヌ の 誘 惑》(V.

103)と のモティー フ上の類似 を指 摘 す る(T.Reff,
"Cezanne, Flaubert, St. Anthony, and The Queen 
of Sheba," in The Art Bulletin, 1962, pp.  124~
125)。 つま り,こ こでは男性 と女性の区別は有効では

ない。一般 にセザ ンヌの初期の構想画は複雑 な様相 を

示 している 〔レフはセザ ンヌの女性 に対す る態度か ら

それ らを3つ のグル ープに分 類 して い る(Ibid.,p.

113)〕。 「主題」が終結 して 「モ ティー フ」が誕生す る

過程 は,稿 を改 めて論ず る しか ない。

　Ⅲ　(33)L.Guerry,op.cit.,p.60お よ びnote〈40〉,

p.190。 ゲ リー の示 す4点 の作 品 は以 下 の通 り;テ ー

マA:《5人 の浴 女 》(V.264),テ ー マB:《3人 の浴

女 》,テ ー マC:《 水 浴 図 》(V.272),テ ー マD:《 休

息 す る水 浴 の 男 た ち》(V.274)。

(34)拙 稿,前 掲 論 文 を参 照 。

(34a)こ の水 彩 画 は,「 『白樺 』 と大 正 期 の美 術 」展(東

京都 美 術 館,1977)に 出品 され た 《浴 す る男 達 》 と同
一 の作 品 で あ る可 能 性 が 大 い に あ る。 水 彩 画(V.899)

に 関 す るヴ ェ ン ト ゥリの カ タ ロ グ(L.Venturi,op.

cit.,tome I,p.251)の 記 載 は以 下 の通 り;

 <<Baigneurs au repos>>, 1875—77, 
10 X 161/2 cm 
Aquarelle et dessin a la plume,

Reproduit par FRY [op. cit., London, 19271 pl. 29; 
 Cat. coll. Bliss (ed. 1934), p. 29 

Collections: Hazard, Orrouy (vente Hazard, 1er-3 
decembre 1919, n° 260, repr. cat.); Bernheim 

 Jeune, Paris.
「『白樺』 と大正期の美術」展 に出品 された 《浴す る

男達》 に関す るカタログ(東 京都美術館,1977)の 記

載 は以下 の通 り;

種別:ガ ッシュ ・テンペラ

寸法:11.0×17.5

白樺美術館第1回 展覧会出品

図版 による比較 では構図 に異同 はない。

東京都美術館展の カタログのサイ ズは,額 縁 に隠れ

ている部分 を加算 した もので ある。種別の ガ ッシュ ・

テンペラは当時 の関係者か らの記憶 による。雑誌 『白

樺』 の中に出品作品 に関す る次 のよ うな 記 述 が あ る

〔大正10(1920)年1月1日 号,「 編輯室 にて」 よ り〕;

「……ゴオグ と一緒 に セザ ンヌの デ ッサ ンも来た。

それ にもず い分感心 しました。変 に淡い味が します。
  

何 ともいはれ ない芸術の貴 さに うたれ ます。三人 の水

浴み してゐる男 の絵 で,皆 が油絵 で割 によ く知 ってゐ

るもの と殆ん ど同 じものだと思ひ ます。」

この文章 の次 に白樺派が 日本 に将来 した(あ るいは

予定 の)作 品の リス トが あ り,1.ゴ オ グ 向 日葵/

2.セ ザ ンヌ 水浴 素描彩色/以 下14ま で作 品が挙

げ られ ている。「編 輯 室 にて」 の最後 の記述 が十五 日

小泉 となっているので,東 京都美術館展 出 品 作 品 は

1920(大 正9)年 の暮 までには 日本 に将来 され ていた

はず である。少 くとも1921年 の白樺美術館第1回 展覧

会 には出品 され た。 ところで1923年 刊 のヴ ェン トゥリ

のカタ ログ・レゾンネでは,前 述 のよ うにV.899の 所

在 はBernheim-Jeune(Paris)に こなっている。現在 の

ところ この作 品の来歴 の追求 はこれ以上進 んでいない

ので,2作 品の記録 の年代 のずれ を説 明す るこ とがで

きない。また,種 別 の違 い(水 彩 とガ ッシ ュ ・テ ンペ

ラ)も あ る。 これ らのこ とがまた解 明 され てはいない

けれ ど,こ の出品作 とヴ ェン トゥリに記載 され てい る

作品(V.899)と が同一 であるこ とはほぼ間違 いない

と思われ る。(こ の作 品に関す る 資料調査 な どにご協

力いただいた東京都美術館学 芸員萬木康博 氏に感謝 い

た します)。

(35) G. Berthold,  Cezanne and die alten Meister, 
 Stuttgart, 1958, S. 36; Abb. 25, 26, 27, 125; Kat.

Nr. 154~157; Kat. Nr. 65~80 参照。

(35a) A. Chappuis, "Cezanne  dessinateur: copies et 
 illustrations," in Gazette des Beaux-Arts, Nov. 1965,

pp.298～299;そ こで彼 は 次 の よ うに述 べ て い る。右

側 の 川 の 中 に 入 って い る人 物 は 《Jason》 と呼 ば れ る

古 代 の 大 理 石彫 刻 を,中 央 の 立 って い る人 物 は ヘ レニ

ズ ム時 代 の 大 理 石 彫 刻 《Pecheur africain》 を,左 奥 の

人 物 は 《Apollon Lycien》 か ミケ ラ ンジ ェ ロの 《奴隷 》

あ る い は シ ニ ョ レル リ(Signorelli,1445/50～1523)

の デ ッサ ン を,左 端 で横 た わ る人 物 は ジ ェ ロー ム(J.-

L.Gerome,1824～1904)の 《Interieurgrec》(1851)

を,そ れ ぞ れ 思 わ せ る もの が あ る。 最 後 の ジ ェ ロー ム
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の作品 をセザ ンヌは素描 でも描い て い る (A. Chap-
puis, The Drawings of Paul Cezanne-A catalogue

 Raisonne, New York, 1973, Chappuis no. 377 )。 た

だ し中央 に立つ人物 は,ジ ェ ロームの 《Phryne devant

1'Areopage》 のそれ に替 え られ てい る。 このポーズは

セザ ンヌの 《聖 アン トワー ヌの誘惑》に似 てお り,の

ちの女性水浴図の 中にも登場す る。 シャピュイの説が

正 しい とすれば,男 性水浴図 と女性水浴図の人物像に

同一のポーズが用い られてい ることにな る。水浴図の

成立の動機 を人物の性別 によって区別す ることは,こ

うした場合 には便宜ではない。

(36) 《Feuilles  d'etudes》 (V.1224)お よび

Etudes de Nus et un  Buste>>
<<Deux

(V.1252)。 ヴ ェ ン ト ゥ

リは,前 者 はV.276の た めの,後 者 はV.548の た

めの 習 作 と し てい る (L.Venturi, op. cit., p.297

お よびp.301)。

(37) 《EmileZola,headandshou1dersofaman,

bather>>  (1882,-4885) (Chappuis no. 625) お よび

 <<Standing bather, in front of Mont Sainte-Victoire>> 

(1883~1886) (Chappuis no. 947) (A. Chappuis,
op. cit., vol. II, p. 175 お よびpp.222～223)。

(37a)す でに指 摘 した よ うに 〔注(19a)参 照〕,こ の作

品(V.276)の 左下部には帽子 と布が描 かれてい る。

こ うした ものは,〈 風 俗 画 〉的要素の強い作品には描

かれていたが,「 純粋な」水 浴図の うちには 認 め られ

ない。 こ うした点か らも,こ の作品の実験的な性格 が

うかがえ る。

(38) R. Fry, op. cit., p.  60
(39)セ ザ ンヌ に は ジ ォル ジ ォー ネ の 《田 園 の奏 楽》 を

思 わ せ る水 彩 画(V.865)が あ る。 ヴ ェ ン ト ゥリに よ

ると,こ れは銅版画に基づいて描かれた

op. cit., tome I,  p. 245)
(L. Venturi,

(40)B. Dorival, Cezanne, Paris,1948,p.65～66。

(41)G.Mack, Paul Cezanne, NewYork,1935;

1942,pp.24～38/J.Rewald,Paul Cezanne,London,

1950;1965pp.1～6/H.Perruchot,La Vie de

Cezanne, Paris, 1956, p. 38 (矢内原伊作訳 「セザ ン

ヌ」,み す ず 書 房,1963,p.32)な どを参 照 。

(42)G.マ ッ ク や ド リ ヴ ァ ル は,ヴ ィ オ ル ヌ 川(1a

Viorne)を ア ル ク 川(l'Arc),プ.ラ ッサ ン(Plassans)

を エ ク ス ・ア ン ・プ ロ ヴ ァ ン ス(Aix-en-Provence)と

してい る (G. Mack, op. cit., pp.  25--,26; B. Dori-
val, op. cit., p.65参 照)。

 こ こに 登 場 す る人 物 の うち,デ ュ ビ ュシ ュ (Dubu-

che)が バ イ ユ を モ デ ル に して い る こ とは 明 らか で あ

る  (R.J. Niess, Zola, Cezanne and Manet, a study
of l'Oeuvre, Michigan, 1968,

<Ch. II-11>
p.32お よ びnote

p.257参 照)。 サ ン ドス が ゾ ラ 自身 で あ

る こ とに つ い て も諸 家 の 意 見 は ほ ぼ 一 致 し て い る

(lbid.,p.62お よ びnote〈Ch.III-1～3〉,p.265

参 照)。 『制 作 』 の登 場 人物 の 中 で ラ ンチ ィエ の モ デル

問題 が 常 に議 論 され て きた 。 ゾ ラ 自身 の 残 し た 草 稿

(饕auche)に よ っ て,「 マネ の よ うな,劇 化 され た セ

ザ ンヌ の よ うな 」 人物 で,「 セ ザ ンヌ に よ り近 い」,と

されて きた (E.Zola,Les Bougon-Macquart His-

toire  naturelle et sociale d'une famille sous le 
Second Empire, IV, L'Oeuvre, la Terre, le Réve, 
la Bate Humaine, N. R. F., Bibliotheque de la 
Pleiade, etudes, notes et variantes par H. Mitterand,
1966, p.1354参 照)。 しか し現 在 で は ラ ンチ イエ の モ

デル と して,セ ザ ンヌ,マ ネ,ゾ ラ 自身 の他 に ア ン ド

レ ・ジル(A.Gill)や モ ネ な どが 指 摘 さ れ て い る

〔R.J.Niess,op.cit.,Ch.VIII(pp.170～191)お

よびCh.IV(pp.78～86),Ch.VI(pp.113～150),

Ch.VII(pp.151～169)参 照 。 なお 池 上 忠 治 「ゾ ラ

の 『制 作 』 とセ ザ ンヌ」,美 学 〈77〉,1969,pp.38～

39お よ び注 〈15〉,〈11〉 も参 照 の こ と〕。 た だ し,引

用 個 所 に関 す る限 りで は,ラ ンチ ィ エ は セザ ン ヌの伝

記 的 事 実 に一 致 す る。

(43) E.Zola,Les Bougon-Macquar,IV,L'Oeuvre,

...... 

, Bib. de la  Pleiade, op. cit.,

引用 。

pp.38～39よ り

(44)『 制 作 』 を め ぐる セザ ン ヌ と ゾ ラ との 間 の 軋 轢 に

つ い て は,池 上 忠 治,前 掲 論 文,pp.35～44を 参 照 。

(45)J.Gasquet Cezanne, Paris,1921,p.49;J.
Rewald, Paul Cezanne, p. 133 などを参照。

(46) Cat. no.  26. L. Venturi, Les Archives de
L'Imhressionnisme. tome II

p

.259参照

(47) M. Waldfogel, "Caillebotte, Vollard and 
 Cezanne's  <Baigneurs au repos>>", in Gazette des

Beaux-Arts, Feb. 1965,

(48) Ibid., p.119。

P.119参 照 。

(49) T. Reff, The notebooks of Edgar Degas, A 
 catalogue of the thirty-eight notebooks in the 

 Bibliotheque Nationale and other collections, 
 London, 1976, vol. I, p. 129: vol. II, Nb. 28, p. 3

参 照 。

(50) J. Rewald, The History of  Impressionism,
New York, 1961, p.394参 照 。

(51)あ るいはまた,次 の よ うな文章 もあ る;「 セザ ン

ヌ氏は画家で あ り,し か も偉大な画家であ る。絵筆や

鉛筆 をもったことのない人は,彼 はデ ッサ ンを知 らな

い と主張す る。そ してその不完全 さを非難す るが,そ

の不完全 さこそ実際 は非常な実地の熟練に よっ,て得 ら

れ た精妙 さである」

don, 1959,
(J. Rewald, Paul  Cezanne, Lon-

p.92よ り引用)。

(52)素 描 につ い て は,注(36)お よび(37)参 照 。

(53)注(49)参 照 。

(54)B.Doriva1,op.cit.,p.67。

(55)M.Schapiro,-Paul Cezanne, NewY0rk,1952,

p.68(黒 江 光 彦 訳 「セ ザ ン ヌ」,美 術 出 版 社,1962,

p.70)。

(56)T.Reff,"Cezanne's Bather with outstretched
arms",in Gazette des Beaux-Arts, March 1962,

note <6>, p.188。

(57)Ibid.,pp.176～177お よびnote〈13〉p.188

参 照 。 これ らの素 描 の うち,1885年 前 後 のV.1294

の素 描 は,ヴ ェ ン ト ゥ リに よ る と(L.Venturi, Ce-

zanne, son art-son oeuvre, tome I p.308),セ ザ

ンヌの息子 ポール をモデル にして写生 し た も の ら し

－34-



 い 。 直接 息 子 を写 生 した頭 部 の素 描(V.1300)と 比 較

 すれ ば 明 らか で あ ろ う。

(58) T.Reff, op. cit., pp.179～183。

(59)A.ChappuiS, op. cit., pp・17～18。 こ こで シ ャ

 ピ ュイ は,専 門 の 心 理 学 者 で は な い 者 が 精 神 分 析 学 の

 方 法 を使 用 す る と きは 慎 重 で な け れ ば な らな い こ と,

 論 証 は フ ロイ ト流 実 証 主 義 を装 い な が ら結 論 は 主観 的

 解 釈 にお ちい って い る こ と,多 くの 素描 の 中 か らエ ロ

 テ ィ ックで 苦 痛 や不 安 な情 景 を扱 った もの だ け を強調

 し てい る こ と,な どを指 摘 した の ち に,さ らに 次 の3

 つ の 論 文 を挙 げ て批 判 して い る;

 1) T.Reff,"Cezanne's Dream of Hannibal", in

  Art Bulletin, 1963

 2) S.Eichenstein, Master Drawings, Vol.5,

  No.2,1967, p.187(筆 者 未 見)

 3)M.Schapiro,"The Apples of Cezanne,"in Art

  News Annual, XXXIV, p.1968, note 30 p.56,

  (阿 部 良雄 訳,前 掲 訳 稿,注 〈30〉,エ ピ ス テ ー メ ー,

  1月 号,1977,p.18)

  水 浴 図 に関 して は3)が 重 要 で あ る。 シ ャピ ロは

 《Le pecheur a la ligne》(V.115)の た めの スケ ッチ

 と思 われ る 〔Pl・9〕《Pecheur et Baigneuses》(V.1520

 A)に つ い て,「 川 岸 の2人 の 裸 女 と,対 岸 か ら女 た

 ち の方 へ 釣 ざお を向 けて い る着 衣 の釣 師 が い る」 と述

 べ てい る。 そ れ に 対 し シ ャ ピ ュイ は,釣 師 へ の興 味 は

 女 た ち を襲 うこ と よ り釣 り自体 に 向 け られ て い る,と

 言 う。 セ ザ ン ヌは 抑 圧 され た欲 望 を解 放 して い るの で

 は な く,む しろ本 来 の興 味(セ ザ ンヌ の場 合 は絵 画)

 の た め に 肉欲 を制 御 して い る 。釣 ざお も浴 女 た ち か ら

 は 慎 重 に さけ られ て い る。 も しこ の釣 ざ お を勃 起 した

 男 性性 器 の象 徴 とみ なす な らば,そ れ は ば か げ て い る

 (A.Chappuis, op. cit., note〈 35〉, p.30)。

  シ ャ ピ ュ ィの シ ャ ピ ロに対 す る こ の 批 判 は,し か

 し,正 鵠 を得 て い な い よ うに思 われ る。 シ ャピ ロの 注

 記 は,《Le Pecheur a la ligne》(V.115)の 中に 描 か

 れ て い る犬 に関 す る もの で あ る。 ス ケ ッチ(V.1520A)

 に つ い て の言 及 は付 随 的 な もの に す ぎず,シ ャ ピ ュイ

 の批 判 す る こ とが らに つ い て は 特 に 述 べ て い るわ け で

 は な い。 な お,《Pecheur et Baigneuses>>(V.1520A)

 に関 す る レフの 解 釈 に つ い て は 注(3O)を 参 照 。

(60) T.Reff,"Cezanne's Bather with outstretched

 arms", in Gazette des Beaux-Arts, March,1962,

 pp.184～186。 こ こで レ フが指 摘 す る の は,ミ レー の

 《La Fin de lajournee》 の人 物 の ポ ー ズ の他 に,ロ マ

 ン主 義 時 代 の作 品 に よ くみ られ る役 者 の仕 草,お よ び

 プー サ ン(N.Poussin,1593～1665)の 初 期 のバ ロ ッ

 ク的 な作 品 《Les Philistins frappes de la peste》(ル

 ー ヴル 美 術 館 蔵)の 中心 人 物 の ポー ズ で あ る。 前 者 か

 ら取 られ た素 描 の ポー ズお よび 後 者 か ら取 られ た 人 物

 の周 りに描 かれ て い る ネ ズ ミの図 か ら,レ フは そ れ ぞ

 れ 性 的 な意 味 を読 み 取 っ てい る。 後 者 の プ ー サ ンの 作

 品 に 関 して は,レ フ は次 の 論 文 で も言 及 してい る(T.

 Reff,"Cezanne et Poussin", in Art de France,

 1963,pp.302～310)。

(61)E.Moreau-Nelaton, Millet raconte par lui-

 meme et par ses amis, Paris,1921, tome II, fig.

 151。 同 書 に は,他 に パ ス テル(fig.153),デ ッサ ン

 (fig.113)が 記 載 され て い る。 こ の作 品 は版 画(銅 版

 ま た は木 版)で 世 に流 布 して い た。 な おCatalogue,

 Jean-Francois Mille, Grand Palais, Paris,1975～

 1976,cat．no.181, pp.224～225も 参 照 の こ と。

(62) T.Reff, op. cit., p.1840

(63) 例 えば,J. Rewald, Pissarro, London,1963,

 p.11(平 沢 悦 郎 訳 「ピサ ロ」,美 術 出版 社,1968,p.

 11)を 参 照 。 ま た,息 子 ル シ ア ン宛 の手 紙(1887年5

 月2日 付,同16日 付 な ど)に も ミ レー へ の 言 及 が 読 め

 る (Cammille Pissarro Lettres .a son fils Lucien,

 Presentees, avec l'assistance de Lucien Pissarro,

 par John Rewald, Paris,1950, p.142 お よ び p.149

 etc.)。

(64) Paul Cezanne-Correspondance, recueillie, an-

 notee et prefacee par J. Rewald, Paris,1949, pl.5

 参 照 。

(65) A.Chappuis, op. cit., Cat. no.418。 この シー

 トに は水 浴 図 以 外 の素 描 も あ る。

(66)油 彩 画(V.389)と ほ とん ど同 一 の 構 図 の 水 彩 画

 が 「世 界 の水 彩 ・素 描 展 」(東 京 セ ン トラル 美 術 館,

 1977)に 出 品 され た 。 出 品 目録 の 記 述 は 以 下 の 通 り;

 「セザ ン ヌ 水 浴 者 達 33.0×36.01880水 彩 」。 ヴ

 ェ ン ト ゥ リの カ タ ロ グ ・レ ゾ ン ネに は 記 載 され て い な

 い 。

(67)両 腕 を頭 に の せ て 立 つ ポ ー ズ の素 描 と して,シ ャ

 ピ ュイ は ヴ ェ ン ト ゥリの記 載 した 作 品 の他 に 次 の もの

 を挙 げ る;Chappuis no.419,437,440,442,443,1217

 (A.Chappuis, op. cit.)。

(68)Chappuisの カ タ ログ(lbid.)に は 次 の もの が記

 載 され て い る;Chappuis no.419,420,421,422,425,

 431,432,4330

(69) LVenturi, op. cit., tome I, p.306。 し か し シ

 ャ ピ ュイ に よる と(A・Chappuis, op. cit., vo1.1,

 p.183),こ の素 描(Chappuis no.675)は シ ニ ョ レル

 リの素 描 《The Living(or A Demon)carrying the

 Dead》(ル ー ヴル 美 術 館 素 描 宝 蔵)を 模 した もの 。 セ

 ザ ンヌ は シ ニ ョ レル リの この 素 描 の 写 真 を 持 っ て お

 り,そ の 写 真 は 現 在 エ クス の セ ザ ン ヌの ア トリエ に 保

 管 され て る(lbid., P.89)。 シ ャ ピ ュイ は, ChapPuis

 no.182,488も シ ニ ョレル リの素 描 の模 写 と し て い

 る。

(70)A.Chappuis(lbid.)が 挙 げ る,こ の彫 像 に関 連

 す る素 描 は 次 の通 り;Chappuis no.419,421,423,

 424,426,427,430,428(V.1433),429(V.1420)。

 シ ャ ピ ュイ は最 後 の素 描 につ い て,1862年 の エ ク ス の

 美 術 学 校 時 代 の素 描 〔Chappuis no.78(V.1627)〕

 との 関連 に言 及 して い る(lbid., p.136)。

(71)LGuerry, op.cit．, note〈40〉, p.190。 注(33)

 も参 照 の こ と。

(72) V.1256(Chappuis no.440), Chappuis no.528,

 524,V.1274(Chappuis no.962)。 ベ ル トル トに よ

 れ ば,最 後 の2点 は カー ノ (A.Cano,1601～1667)

 の 《Christ mort》 の 木 版画 か らの 模 写 で あ る。 そ の

－35－



版 画 は,シ ャ ル ル ・ブ ラ ン(Ch. Blanc,1813～1882)

 の 「Ecole Espagnole」(1869)の カ ー ノ に 捧 げ られ た

章 に 載 っ て い た 。 水 浴 図 の 中 に 用 い られ て い る ポ ー ズ

 は,カ0ノ の 版 画 か ら イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を 得 た も の

 で あ ろ う(G.Berthold, op. cit., S.39, Cat. no.273

 〈Abb.50〉 を 参 照)。

(73)ヴ ェ ン ト ゥ リ は こ の 水 彩 画 を 《Baigneurs et

 Baigneuses》 と し て い る (L. Venturi, op. cit., tome

 I,p.279)。

(74) Ibid., tome I, pP.190～192。 ヴ ェ ン ト ゥ リ は

 V.589を 《Baigneurs et Baigneuses》 と し て い る が,

性 別 は に わ か に 判 別 し 難 い 。 人 物 は4人 だ が そ の ポ ー

 ズ と配 置 か らす れ ば,こ の 男 性 水 浴 図 の グ ル ー プ に 属

 す る よ う に 思 わ れ る 。 ま た,Rizzoli版L'opera coｍ-

pieta di Cezanne, Milano,1970, p.115(池 上 忠 治

 編 集 「世 界 美 術 全 集<15>-セ ザ ン ヌ 」,集 英 社,1974,

 p.116)で は,V.589(Rizzoli no.643)と 同 時 に

 V.591(Rizzoli no.644)を も 《Gruppo di uomini

 edonne》 と し て い る 。

(75)M.Raynal. Cezanne;English edition, Ohio,

 1954,p.970

(76) L.Venturi, op. cit., tome I, p.279。

(77)K.Clark:1966年7月5日 付Mr. Ishibashi,

 Bridgestone Gallery宛 書 簡 。

(78)拙 稿,前 掲 論 文,pp.136～137参 照 。

(79) J.Babelon,"Greco", in Gazette des Beaux-

Arts, Mai,1937, p.308。 図 版 で は セ ザ ン ヌ の 《男

 性 水 浴 図 》(V.580)〈fig.14〉 と グ レ コ の 《黙 示 録 の

 第5の 封 印 の 開 封 》(Coll.I.Zuloaga)〈fig.15〉 と を

 載 せ て い る 。

(80) L.Venturi, op. cit., tome I, p.191

　Ⅳ　(81)リ ウ ォル ド(J.ReWald,op.cit.,p.155)は,

そ の他 の動 機 と して 次 の こ とを挙 げ て い る;1894年 の

テ オ ドー ル ・デ ュ レ(T.Duret)と タ ンギ ー 爺 さ ん

(pereJ.Tanguy)の コ レ クシ ョンの売 立 の 中 に セ ザ

 ン ヌの 作 品 が あ り,そ れ らが か な り 「名 誉 あ る」 値 段

 で 売 れ た 。 また ギ ュ ス ター ヴ ・ジ ェ フ ロ ワ(G.Gef-

froy)が 「ジ ュル ナル(Le Journal)」 誌 に セ ザ ンヌ を

讃 え る長 文 の 記 事 を発 表 した こ とな ど。

(82) G.Bazin, Impressionists Paintings in the

 Louvre, Lodon,1958, p.45。 カイ ユ ボ ッ トの コ レク

 シ ョン 中 の セザ ン ヌ作 品 を4点 とす る説(J.Rewald

 な ど)も あ るが,こ こで は バ ザ ンに従 う。

(83) A.Vollard, La vie　＆ L'oevre de Piere-

 Auguste Renoir, Paris,1919, p.144参 照 。 カ イ ユ

 ボ ッ ト側 の代 表 と し て,彼 の弟 の マル シ アル(Martial)

 と共 に遺 言 執 行 人 と し て審 議 会 に 出 席 した ル ノワ ール

 は,そ こ で,そ の 間 の 事 情 を述 べ て い る。

(84)G.Bazin, op. cit., p.45参 照 。 カイ ユ ボ ッ トの

 コ レク シ ョンの総 作 品数 を65点 とす る説(J.Rewald

 な ど)も あ るが,こ こ で はバ ザ ンに 従 う。

(85)M.Waldfogel, op. cit., pp.115～1190

(86)p.27お よび 注(51)。

(87) J.Rewald, Paul Cezanne, p.140/H. Perruchot,

 0p. cit., p.421(矢 内原 伊 作 訳,前 掲 訳 書, pp.360

 ～361)な どを参 照 。

(88)K.Badt, Die Kunst Cezannes, Munchen,1956,

 SS・64～98。

(89)1859年1月17日 付 ゾ ラ宛 の手 紙 に描 か れ た 素 描

 (Paul Cezanne‐Correspondance, op. cit., fig.3)o

 A.Chappuis, op. cit., vol. II, Chappuis no.37も

 参 照 の こ と。

(90) A.Vollard, Paul Cezanne, Paris,1915, p.131。

(91) R.J. Niess, op. cit., p.810

(92) 」.Rewald, op. cit., p.1410

(93)1858年4月9日 付 ゾ ラ宛 の手 紙(Paul Cezanne―

 Correspondance, pp.19～21)。

(94) A.Neumeyer, Paul Cezanne― Die Badenden,

 Stuttgart,1959, S.3参 照 。 ノイ マ イ ヤ ー は そ こで,

 セ ザ ン ヌの 水 浴 図 の根 底 に ゾ ラ宛 の 手 紙 の 素 描 〔注

 (89)〕 と ゾ ラ宛 の 手 紙 〔注(93)〕 とが存 在 す る こ とを

 示 唆 し てい る。

〔追 記 〕

初 編 の 校 正 が 終 え た の ち に 次 の 論 文 を 読 む 機 会 を 得 た;DouglasW.Druicle,"Cezanne,Vollard,and Lithogra－

phy:The　 Ottawa　 Maquette　 for　 the　 "Large　 Bathers"　 Colour　 Lithograph",in　 Bulletin 19/1972,The Natio-

nal Gallery of Canada,Ottawao

この論 文は,セ ザ ンヌが色刷石版画 を刷作す るために準備 した,試 し刷 りの上 に水彩 を施 した下絵 の研 究 報 告 で あ

る。 カナ ダ国立美術館所蔵の1点 と他の4点 とが扱われてい る。拙論においては 「刷 り(impression)」 につい てはほ と

ん ど触れていないので(ま た従来 これ らのマケ ッ トについて論 じた文章はない),有 益 な情報 を多 く得 るこ とができた。

ただ し,こ の論文の冒頭 に注記 されてい るように,作 品の意味の分析 や初期の油彩画 との関連 な どについては触れ られ

ていない。

版画 を論ず る場合 「刷 り」の問題は重要な研 究題 目のひ とつであ る。それ と共に,マ ケ ッ トの追 究の結果 当論文 で得

られた結論 のひ とつ―― 《水浴す る7人 の男た ち》(V.387)の 制作年代 は,ヴ ェン トゥ リの言 う1879～82年(拙 論 は

これ に由っている)で はな く,1900年 頃 であること(Ibid.,pP.10～12),お よびM.Waldfogelの 所説 の一部 に関す

る批判(lbid.,p.20),な どについての筆者 の考察は他 日を期 すほかない。

(日本 では入手 し難 い当論文 を貸与 して下 さった フジテ レビギャラ リーの 白石正美氏に感謝 いた します。)
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 [ Summary]

A Study of Cezanne's "Bathing Men"

With special reference to the two copies in lithograph

Norio SHIMADA

   I) Cézanne executed two copies in lithograph of the "Bathing Men" for Vollard's "L'Album des 

Peintres-Graveurs"; one is "Les Baigneurs, petite planche" (Venturi no, 1156) which was represented 

in 1897 edition of Vollard's L'Album, the other is "Les Beigneurs, grande planche" (V. 1157). The 

compositions of each lithograph are dependent on earlier  oil paintings; the former is a sort of variant 

of sketchy "Les Sept Baigneurs" (V . 387), the latter is a literal replica of "Les Baigneurs au Repos" 

(V. 276). 

   Sometimes Cézanne borrows a motif from his own earlier works or works of other artists , but he
never duplicated his own works. Why in lithograph did he choose to copy "Bathing Men" which were 

painted twenty years earlier ? Before concidering the reason, we are necessary to follow the development 

of Cézanne's "Bathing Men". 

II) Cézanne begins to paint "Bathing Men" from 1873~4875 onwards . His "Bathing Women" 
begins to be painted about the same time . Besides "Bathing Men" and "Bathing Women", Cézanne 
has worked a third class of "Bathers" containing men and women in one canvas . The three classes of 
"B

athers" have each different motivation of execution. In my opinion, "Bathing Men" has its motivation 

in the experience at his boyhood as we will see, "Bathing Women" develops from his earlier fantastic 
works of unusual themes, and "Bathing Men and Women" is connected with his "genre" at the same 

period—especially with the works of the theme of "Déjeuner sur l'herbe". 

   The "Bathers" (water colour, V. 819) in the Baridgestone Museum of Art , which is, according to 
L. Venturi "Baigneurs", is apparently "Bathing Men and Women" . On the lower left in the water 

colour we can see a straw hat, a bottle and fruits. These objects never appear in a "pure Bathers" , 
but often in a "genre". Another fact is suggestive that Manet's "Le Déjeuner sur l'herbe" (in the 

Louvre) was originally titled "Le Bain". Cézanne , who, having seen the work with Zola at the "Salon 
des Refusés" in 1863, was enthusiastic about it, worked a few parodies of the Manet's work . Cé-
zanne's parodies are a kind of sexual scenes, and according to one of the recent studies there is a 

sexual meaning in Manet's "Le Déjeuner sur l'herbe" (See, note no. 23) 
   III) The two oil paintings of "Bathing Men" at the early period provide a prototype of a further 

development of it; one is "Les Baigneurs au Repos" (V . 276), the other is "Les Cinq Baigneurs" 

(V. 268).
   As B. Dorival says, the scene of the former reminds us of a passage of Zola's "L'Oeuvre" where 

Zola writes his youthful good time having with Cézanne and Baille . On the same composition Cézanne 
has executed three oil paintings (V. 273, V . 274, V. 276) and one water colour (V. 899) which I don't 

doubt to identify with the work being exhibited in the "`Shirakaba' and Fine Arts in Taisho Period" 

at the Tokyo Metropolitan Art Museum, 1977. This composition does not appear in his later "Bathing 

Men" except three works consisting of a large figure at the center in the composition . 
   The latter (V. 268) is preceded by a drawing (Chappuis no . 418). I think this work is sug-

gestive of the one which we can see on the leaf of the letter to Zola on the 20th June, 1859. "Les 

Sept Baigneurs" (V. 387) derived from the work (V. 268) gives the original composition to the sub-

sequent "Bathing Men". "Baigneurs" (V. 580) is one of the most successful in the series .
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Late in life Cézanne made a series of fluid beautiful "Bathers" in  oil and water colour. One of

them is "Baigneurs" (water colour, V. 1112) which is now in Bridgestone Museum of Art. 

   IV) Why did Cézanne make a replica in lithograph of "Les Baigneurs au Repos", a painting 

completed two decades earlier ? The reasons M. Waltfogel proposes are following; 1) Cézanne protested 

against the refuse by the French government of the Caillebotte collection among which is there 

Cézanne's "Les Baigneurs au Repos", 2) At the same time the lithographic copy of the rejected 
"B

athers" celebrated a signal moment in Cézanne's career because the other two paintings by Cézanne 

were accepted by the government. 3) The lithograph is an expression of thanks to Caillebotte who

provided Cézanne opportunities where he experienced rejection and triumph. (See, note no. 85) 
   Surely these reasons are appropriate to "Les baigneurs, grande planche" (V. 1157). But Cézanne 

also made "Les Baigneurs, petite planche" (V. 1156) in lithograph. As a motivation of the execution 

two "Bathers" in lithograph, I propose Cézanne's ambivalent feeling for Zola.

   It is a well-known fact that the publication of Zola's "L'Oeuvre" brings the break of the friendship 

between Cézanne and Zola. But Zola was an only fliend in Cézanne's artistic cradle. In 1896 Zola

accepted an invitation from Numa Coste to come to Aix, where he stayed a few days but did not visit

Cézanne. Cézanne learned of Zola's visit only af ter he had lef t and was deeply distressed to hear that

the friend of his youth had stayed in the same city as himself without shaking hands with him. 

According to K. Badt, in the three pictures of "Les Joueurs de Cartes" (V. 556, V. 557, V. 558) 

Cézanne was conducting a conversation between two of them which never actually took place (See, note 

no. 88). 

   It seems possible to suppose that we can see in the two lithographs Cézanne's ambivalent feeling 

for Zola which Zola's visit to Aix in 1896 caused him. The opportunity of lithography which Vollard 

provided him on occation of Cézanne's first retrospective exhibition made him look back upon the source 

of his artistic activity. And Cézanne tried to show it to public and especially to Zola by lithograph.
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Pl.1石 版 画 《水 浴 す る(6人 の)男 た ち(小)》

(V.1156)

Pl.2石 版 画 《水 浴 す る(4人)の 男 た ち(大)》

(V.1157)

Pl.3《 水 浴 す る7人 の男 た ち》(V.387) Pl.4《 休 息 す る水 浴 の男 た ち》(V.276)

(バ ー ン ズ財 団 蔵)
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(K.ク ラー ク卿 蔵)
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